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台
湾
で
の
３
校
目
の
協
定
校
と

な
っ
た
立
德
大
学
は
、
南
台
湾
で
の

高
等
教
育
の
促
進
を
目
的
と
し
、
台

湾
の
財
界
人
や
国
会
議
員
で
構
成
さ

れ
た
理
事
会
に
よ
っ
て
２
０
０
０
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奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

(敬称略)

▽
大
学
・
短
大

学
科
研
修

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
海
外
事
情
研
修

［
中
国　

上
海
で
の
市
場
調
査
な

ど
（
２
月
７
日 

～
10
日
）］
三
浦 

静

（
経
営
デ
ザ
イ
ン
２
）
▽
瀬
尾
康
平
▽

候 

珂
▽
張 

懋
煒
▽
劉 

軍
（
以

上
同
１
）
短
期
大
学
部
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科 

海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
〔
カ
ナ
ダ　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
支
店
（
３

月
１
日
～
20
日
）〕
石
川
夏
帆
▽
江

波 

円
▽
大
野
聖
由
亜
▽
岸 

澄
香
▽

小
林
永
奈
▽
坪
井
梨
絵
▽
福
間
め
ぐ
み

▽
牧
野
亜
美
▽
山
本
果
奈
（
以
上
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
１
）
短
期
大
学
部
幼
児

保
育
学
科　

豪
州
幼
児
教
育
実

習
〔
豪
州 

シ
ド
ニ
ー 

木
の
実

幼
稚
園
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
２

月
18
日
～
３
月
２
日
）〕
平 

恵
里
佳

▽
中
間
早
希
▽
中
村 

和
▽
長
谷
川
万

里
（
以
上
幼
児
保
育
２
）
中
川
愛
梨
▽

森 

沙
月
▽
山
田
瑞
希
▽
山
村 

茜

▽
米
田
正
子
（
以
上
同
１
）
海
外
異

文
化
研
修
〔
韓
国
釜
山 
東
洲
大

学
（
３
月
１
日
～
12
日
）〕
西
村
有
加

▽
仲
村
咲
希
（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

２
）
中
村
景
子
▽
関
東
由
華
▽
川
口
明

日
菜
▽
辻 

佐
和
子
（
以
上
同
１
）
人

間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科 

海
外
メ
デ
ィ

ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
修
〔
英

国 

ロ
ン
ド
ン
・
仏 

パ
リ
（
２
月

25
日
～
３
月
３
日
）〕
金
子　

優
▽
香

月
由
優
子
▽
谷
口
実
奈
美
▽
太
田
元
子

▽
土
屋
泰
子
▽
中
山
真
理
奈
▽
吉
田
真

梨
▽
田
中
ま
り
恵
▽
藤
木
翔
子
▽
柴
山

友
優
（
以
上
心
理
コ
ミ
２
）
▽
森
田
恵

実
（
同
１
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ

テ
ク
ニ
ッ
ク
英
語
研
修
〔
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
（
２
月
27
日
～
３
月
27

日
）〕
岡
田
太
良
（
法
律
政
策
２
）
▽

佐
藤
杏
奈
▽
橋
本
珠
幸
（
以
上
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
１
）
▽
武
内
夕
奈
（
国
際
コ

ミ
１
）
▽
大
西
皓
平
（
経
営
デ
ザ
イ

ン
１
）
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語
研
修
〔
豪

州
（
２
月
27
日
～
３
月
27
日
）
横
井
亨

平
（
経
情
３
）
▽
木
下
友
梨
（
人
間
健

康
２
）
▽
鮫
島
沙
織
（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
１
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

〔
豪
州
（
２
月
27
日
～
３
月
21
日
）〕

濱
田
友
梨
絵
（
国
際
コ
ミ
２
）
浙
江

万
里
学
院
中
国
語
研
修
〔
中
国
（
３

月
４
日
～
21
日
）〕
安
藤
陽
香
（
人
間

健
康
２
）
日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ

ン
ト
研
修
（
２
月
22
日
～
４
月
５
日

ま
で
の
３
～
４
週
間
）〔
ト
ル
コ 

エ

ル
ジ
ェ
ス
大
学
〕
中
村
駿
介
▽
乾　

麻

里
子
（
以
上
国
際
コ
ミ
２
）
▽
奥
田
綾

香
（
心
理
コ
ミ
２
）
▽
中
村
花
奈
子
（
人

間
健
康
２
）
▽
〔
ベ
ト
ナ
ム　

ハ
ノ

イ
大
学
〕
前
田
結
花
（
国
際
コ
ミ
３
）

▽
〔
中
国　

東
北
大
学
〕
大
東
佑
輔

（
国
際
コ
ミ
３
）
▽
〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド　

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ･

ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
〕
井　

須
恵
美
（
国

際
コ
ミ
３
）

▽
大
和
田
高
校

派
遣
留
学
〔
豪
州　

ジ
ー
ロ
ン
・

グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（
３
月
11

日
～
４
月
２
日
）〕
尾
亀
梨
沙
子
▽
依

藤 

鈴
▽
麻
生
勇
人
▽
井
上
和
真
（
以

上
１
）

留学･研修レポート

大阪国際大学国際コミュニケーション学部
3年次生� バドブヤン　ラハグワスレン

人のことをも気遣い
何事にも挑戦すること

モンゴルと日本との
さらなる交流の発展を願う

　日本には、東北弁や京都弁、大阪弁といった方言が残ってい

て、それぞれの地域には独特の言葉と文化があることを知りま

した。長い歴史の中で育まれてきた様々な言葉や文化をさらに

深く知りたいと思いました。

　また、大阪の人は日本の中でもコミュニケーション能力が優

れていて、個性的な独自の文化に触れることができると思った

ので、大阪で学びたいと思いました。

　大学では日本語だけではなく、中国語や世界共通語といわれ

ている英語も学んでいます。

　私が今、大学生活の中で最も力を入れていることは資格取得

です。もちろん、ゼミ活動やサークルなどにも、一生懸命に取

り組んでいます。そんな中で資格取得に力を入れるのは、就職

活動のためという事もありますが、それよりも自分の見える世

界を、広げる事ができるからというのが大きいです。この４月

から３年次生ですので、就活やゼミも始まり、ますます忙しく

なると思いますが、もっともっといろんなことにチャレンジし

たいと思っています。

　将来は日本文化を学ぶと共に、モンゴルの歴史や文化を日本

人にも伝え、両国の友好をさらに深めることに役立つ仕事に就

きたいと思っています。大学で学んでいる観光と地域や旅行業

実務の勉強を活かして、もっと多くの日本人観光客にモンゴル

においでいただき、モンゴルと日本の両国の交流が、さらに盛

んになり発展することを願っています。

（モンゴル出身）

　私は10カ月間のオーストラリア留学で、ローンセストン・
チャーチグラマースクールのクラスに１人のクラスメイトとし
て入り、同じように授業を受け、寮生活をしました。どれもが
本当に日本ではできない体験でした。
　新しい場所での英語生活は初めから、とても楽しいとは言い
切れるものではありませんでした。生活リズムにしてもわから
ないことばかりで、しかも共通語は英語だけ。最初のころの授
業では板書をノートに取ることだけで精一杯でした。でも１カ
月ぐらいすると、自分でも驚くぐらいに英語が自然に耳に入っ
てくるようになっていました。自分の気持ちや意見を少しずつ
でしたが、ちゃんと伝えられるようになってきた時期でもあり
ました。
　現地の長期休暇のときなどには、ホームステイするチャンス
があって、現地の生活習慣をたくさん教えてもらいました。ホ
ストファミリーは、私のオーストラリアでの両親のような存在
になってくれました。
　10カ月間で強く感じたことは、人のことを気遣うこと、それ
から自分で何事にも挑戦することでした。人を気遣うこと、そ
れは友達から感じたことでした。言葉も文化も違うところから
来たのにいつも優しく、大きな支えになってくれました。何事
にも挑戦すること、特に留学の初めのころは、自分で聞いてやっ
てみる、英語を使ってみることをやらなければ、何も始まらな
いと思いました。
　今思えばあっという間でした。でも、あの10カ月の１日１日
がとても充実した日々で、私にいろいろなことを与えてくれま
した。
（2009年２月から12月まで豪州・ローンセストン・チャーチ

グラマースクールへ留学）

大阪国際大和田高等学校
第3学年� 渡辺�真衣

　

タ
イ
の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
や

文
具
を
届
け
よ
う
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
学

生
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
名
づ
け

て
「
サ
マ
ー
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
企

　

４
月
５
日
、
山
崎
直
子
飛
行
士

が
、
最
後
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
で
宇
宙
に

飛
び
出
し
、
７
日
に
は
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
き
ぼ
う

棟
」
で
、
野
口
聡
一
飛
行
士

と
宇
宙
で
の
再
会
を
果
し
ま

し
た
。

　

人
類
最
初
の
宇
宙
飛
行

は
、
約
50
年
前
の
昭
和
36
年

４
月
に
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ガ
ガ
ー

リ
ン
飛
行
士
が
、「
ボ
ス
ト
ー
ク
」

で
１
０
８
分
間
の
地
球
一
周
に
成
功

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

当
時
の
米
ソ
間
の
冷
戦
を
思
い
起

こ
す
と
、
現
在
の
ロ
シ
ア
の
宇
宙
船

で
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
飛
行
士
が
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運
ば
れ
た
り
、
そ

の
逆
が
有
っ
た
り
と
、
隔
世
の
感
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
我
々
の
先
輩
や
我
々
の

世
代
が
、
常
に
夢
を
追
い
、
夢
を
理

想
に
昇
華
さ
せ
、
そ
の
理
想
の
実
現

に
、
学
問
を
究
め
、
各
々
が
得
意
の

分
野
で
協
働
し
、
努
力
を
重
ね
て
き

た
結
果
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
、
大
阪
国
際
学
園
に
入
学
さ

れ
、
学
ば
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。ま
た
、新
た
な
希
望
を
持
っ
て
、

学
び
舎
か
ら
社
会
に
船
出
さ
れ
て
い

る
若
人
も
、
多
く
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
す
べ
て
の
学
生
諸
君
と
若
人
諸

君
に
、
幕
末
の
勤
皇
僧
「
月
性
」
の

詩
で
、
自
ら
の
覚
悟
の
程
を
述
べ

た
、「
男
児
立
志
の
詩
」
を
贈
り
ま

す
。「
男
児
志
を
立
て
、
郷
関
を
出

ず
。
学
若
し
成
る
無
く
ん
ば
、
復
還

ら
ず
。・
・
」

　

こ
れ
は
、
人
が
志
を
立
て
て
郷
里

を
出
た
か
ら
に
は
、
学
業
を
達
成
す

る
ま
で
は
絶
対
に
か
え
ら
な
い
、
と

の
決
意
を
表
明
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
時
代
の
夢

を
、
学
生
時
代
に
学
ん
だ
学
問
に

よ
っ
て
、
理
想
と
い
う
姿
を
与
え
、

社
会
人
時
代
に
、
一
層
深
く
突
き
詰

め
た
研
究
や
協
働
に
よ
っ
て
、
具
体

的
な
形
に
纏ま
と

め
上
げ
る
こ
と
は
、
人

の
本
能
で
あ
り
、
成
否
は
、
諸
君
の

「
思
い
の
深
さ
」
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。

　

深
く
、
深
く
、
な
お
一
層
深
く
、

思
い
を
致
し
て
、
諸
君
の
夢
の
実
現

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
計

画
を
推
進
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が

座
右
の
銘
と
し
て
い
た
、
と
言
わ
れ

る
米
沢
藩
の
藩
主
、
上
杉
鷹
山
公
の

言
葉
を
、
次
代
の
地
球
を
担
う
若
人

諸
君
に
贈
り
ま
す
。

　

為
せ
ば
成
る
。
為
さ
ね
ば
成
ら

ぬ
、
何
事
も
。
成
さ
ぬ
は
、
人
の
為

さ
ぬ
な
り
け
り
。

直　

言

 

思
い
の
深
さ

高
砂
熱
学
工
業
株
式
会
社 

　
　
　
　
　

取
締
役
社
長　

大
内　

厚　

立德大学  台南市  と国際交流協定

留
学
生
交
換
や
語
学
研
究

台
湾
で
３
校
目　

倉
田
学
長
ら
が
調
印

　

２
０
１
０
年
２
月
26
日
、
立
德
大
学
（
台
湾
・

台
南
市
）
に
お
い
て
、「
大
阪
国
際
大
学
と
立
德
大

学
と
の
間
に
お
け
る
国
際
交
流
協
定
書
」
の
調
印
式

が
、
本
学
か
ら
は
倉
田
三
郎
学
長
、
堀
江
淳
之
助
副

学
長
、
滝
本 
襄
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
立
德
大

学
か
ら
は
鄭 
詩
華
学
長
他
13
人
の
出
席
の
も
と
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

台湾で行われた立
德大学との調印式
と同大キャンパス

（左下）

年
、
台
南
市
に
創
立
さ
れ
た
私
立

大
学
で
す
。
現
在
、
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
学
部
、
語
学
学
部
、
情
報
学

部
、
環
境
計
画
学
部
、
レ
ジ
ャ
ー
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
５
学
部
に
約

４
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま

す
。

　

本
学
と
立
德
大
学
と
の
交
流
は
、

２
０
０
９
年
７
月
、
守
口
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
「
夏
期
日
本
語
研

修
」
に
立
德
大
学
の
学
生
が
、
12
人

参
加
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

研
修
の
案
内
メ
ー
ル
が
、
大
阪
で
の

短
期
研
修
先
を
探
し
て
い
た
立
德
大

学
の
日
本
語
学
科
教
員
の
目
に
留
ま

り
、
早
速
同
大
学
内
で
募
集
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
中
で
し
た

が
、
日
本
語
学
科
生
を
中
心
に
研
修

参
加
者
が
来
日
。
ま
た
研
修
期
間
中

に
は
立
德
大
学
の
教
員
が
本
学
を
訪

問
、
大
学
間
協
定
の
実
現
に
向
け
て

話
し
合
い
が
持
た
れ
、
本
年
２
月
、

本
学
側
の
表
敬
訪
問
も
兼
ね
て
調
印

式
へ
と
至
り
ま
し
た
。

　

立
德
大
学
は
、
創
立
10
年
の
ま
だ

新
し
い
大
学
で
す
が
、
す
で
に
海
外

の
大
学
46
校
と
協
定
を
結
び
、
教

職
員
・
学
生
の
海
外
派
遣
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
学
と
の

交
流
内
容
に
つ
い
て
、
既
に
立
德
大

学
で
は
学
生
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

夏
期
日
本
語
研
修
、
交
換
留
学
生
の

相
互
派
遣
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
両
大
学
間
お
よ
び
学
生
間
の
交

流
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

課
長
代
理　

田
中　

さ
ゆ
り)

タ
イ
の
子
ど
も
に 

絵
本
届
け
る

画
。
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
で
採
択

さ
れ
、
準
備
の
様
子
は
本
紙
第
48
号

に
も
掲
載
し
た
が
、
昨
年
11
月
13

日
か
ら
17
日
に
タ
イ
を
訪
れ
、
寄
贈

を
受
け
た
絵
本
６
０
０
冊
と
文
具
段

ボ
ー
ル
６
箱
分
を
、
学
生
た
ち
が
無

事
に
タ
イ
の
ア
ン
ト
ン
に
あ
る
ワ
ッ

ト
サ
ー
ケ
オ
孤
児
院
に
届
け
た
。

　
「
寄
贈
い
た
だ
い
た
皆
様
の
温
か

い
気
持
ち
を
、
英
語
と
ゼ
ス
チ
ャ
ー

で
一
生
懸
命
伝
え
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
で
、
す
ぐ
に
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て
本
に
見
入
っ
て
ま
し

た
」
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
森
園 

睦
さ
ん

（
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン
学

科
２
）。

　

現
地
で
は
、
孤
児
院
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
を
手
伝
っ
た
り
、
折
り
紙
や

英
語
の
指
導
、
日
本
食
の
披
露
な
ど

で
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
。

　
「
タ
イ
の
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
に

対
す
る
貪
欲
な
姿
勢
は
、
日
本
の
子

ど
も
た
ち
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
大
き

な
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
が
、
何
不
自
由
な
い
日

本
で
は
気
付
け
な
い
こ
と
で
し
た
。

今
後
も
、
今
回
の
経
験
を
活
か
し
て

次
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

さ
っ
そ
く
仲
良
く
交
流

Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
「
学
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
企
画　

折
り
紙
、
英
語
指
導
で

子
ど
も
た
ち
と
さ
っ
そ
く
絵
本
を
み
て
交
流

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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◆
新
刊

国
際
大
・
短

大○
﹃
マ
ル
ク
ス

は
「
現
代
（
い

ま
）」
を
ど
う

読
む
か―

強
欲

資
本
主
義
か
ら

ポ
ス
ト
資
本
主

義
へ
！
』
国
際

コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也
著 

秀
和
シ

ス
テ
ム

○
﹃
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
が
よ
く
わ

か
る
本―

ポ
ケ
ッ
ト
図
解
』
国
際
コ

ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也 

共
著 

秀
和

シ
ス
テ
ム

○
﹃
コ
ト
ラ
ー
の
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」
実
践
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
』
国
際
コ

ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也 

著 

秀
和
シ

ス
テ
ム

○
﹃
一
番
や
さ
し
く
バ
フ
ェ
ッ
ト

投
資
が
わ
か
る
本
』
国
際
コ
ミ
教

授 

宮
﨑
哲
也 

著 

テ
ク
ス
ト

○
﹃
冷
戦
史
の
再
検
討―

変
容
す
る

秩
序
と
冷
戦
の
終
焉
』
国
際
コ
ミ
講

師 

松
村
史
紀 

共
著 

法
政
大
学

出
版
局

○﹃
二
つ
の「
戦
後
」秩
序
と
中
国
』

国
際
コ
ミ
講
師 

松
村
史
紀 

共
編

著 

早
稲
田
大
学
現
代
中
国
研
究
所

○
﹃
18
歳
の
政
治
学
』
法
律
政
策
准

教
授 

瀬
島 

誠 

他
編
著 

同
教

授 

古
賀
啓
太 

元
同
教
授 

山
本

周
次 

他 

共
著 

晃
洋
書
房

幼
稚
園
絵
画
表
彰�

(

敬
称
略)

第
46
回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

︿
奨
励
賞
﹀
大
阪
国
際
大
和
田
幼
稚

園︿
特　

選
﹀
あ
や
め
組　

大
坪
史
弥

▽
曽
根
大
誉
▽
す
み
れ
組　

北
倉

寿
々
▽
ひ
ま
わ
り
組　

矢
野
稜
也

︿
佳　

作
﹀
ゆ
り
組 

古
山
美
優
香

大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科
経

営
情
報
学
専
攻

于ウ　

爽ソ
ウ　

　
「
日
本
と
中
国
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
市
場
に
お
け
る
国
際
企
業
の

経
営
戦
略
の
比
較
研
究

―

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
社
と
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
社
を
中
心
と
し
て―

」

（
指
導
教
員　

古
殿　

幸
雄)

　
「
私
は
、
日
本

に
留
学
し
て
面
白

い
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
中
国
で

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
社
に
負
け
た
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
社
が
、
日
本
市
場
の
ト
ッ
プ

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
修
士
論
文

で
は
、
今
ま
で
勉
強
し
た
経
営
の
知

識
を
利
用
し
、
こ
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
う

于
さ
ん
。

　

世
界
的
に
有
名
な
２
大
外
食
企
業

で
あ
る
両
社
の
業
績
が
、
な
ぜ
日
本

と
中
国
と
で
大
き
く
違
い
が
あ
る
の

か
。
そ
し
て
、
国
際
企
業
と
し
て

両
社
の
日
本
と
中
国
に
対
す
る
国
際

経
営
戦
略
に
つ
い
て
ど
こ
が
違
う
の

か
。

　

日
本
市
場
と
中
国
市
場
に
お
け

る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
社
と
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
社
の
経
営
戦
略
を
比
較
分
析

し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
し
た
。

特
に
製
品
、
価
格
、
流
通
と
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
方
面
か

ら
、
詳
し
く
戦
略
を
比
較
し
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
の
経
営
戦
略
と

課
題
を
述
べ
た
。

　
「
中
国
に
つ
い
て
は
31
社
の
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
企
業
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
中
国
で
は
ま
だ
未
成
熟
な
業
界

な
の
で
、
資
料
が
少
な
く
か
な
り
苦

労
し
ま
し
た
。
今
後
は
１
年
間
研
究

生
と
し
て
、
中
国
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

企
業
の
現
状
を
更
に
調
査
し
て
、
今

後
の
展
開
を
分
析
し
た
い
で
す
。
そ

し
て
将
来
は
、
自
分
の
店
を
開
店
し

た
い
と
思
い
ま
す
」。

 
大
学
院
総
合
社
会
科
学
研
究
科

国
際
政
経
専
攻

彭ホ
ウ　

浩コ
ウ　

「
格
差
社
会
・
日
本
の
現
状
と

課
題
」(

指
導
教
員　

大
矢
吉
之)

　

彭
さ
ん
は
、
日

本
を
中
心
に
歴
史

の
視
点
か
ら
格
差

拡
大
の
問
題
を
考

察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な

要
因
で
生
じ
て
い
る
の
か
、そ
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
か

を
論
じ
た
。

　
「
近
年
、
中
国
は
高
い
経
済
成

長
を
遂
げ
る
見
込
み
で
す
が
、
地

域
間
の
格
差
、
都
市
と
農
村
の
格

差
、
あ
る
い
は
所
得
の
格
差
と
い

う
こ
と
が
よ
く
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
両
国
間
の
社
会

制
度
や
発
展
水
準
に
よ
っ
て
、
格

差
問
題
に
関
す
る
比
較
性
が
無
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
参
考
に
は

な
り
、
ま
た
日
本
か
ら
学
ぶ
意
識

を
持
つ
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」。

　

１
９
６
０
年
代
か
ら
鳩
山
政
権

に
い
た
る
間
の
日
本
の
「
格
差
」
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
経
済
だ
け
で

な
く
学
力
、
地
域
間
な
ど
の
格
差

を
是
正
す
る
た
め
の
施
策
を
提
案

し
た
。

　
「
日
本
の
格
差
問
題
は
、
政
府
が

い
く
ら
努
力
し
て
も
、
深
刻
化
の
歩

み
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
中
国
の
場
合
も
同
様
に
楽
観
視

で
き
な
い
。
施
策
面
や
社
会
安
定
を

含
め
て
考
慮
す
れ
ば
、
任
重
く
し
て

道
遠
し
。
個
人
的
な
視
点
で
は
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
（
最
低
限
所
得

保
障
の
一
種
）
に
非
常
に
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
、
日
本
に
学
び
、
母
国

の
具
体
的
な
政
策
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

陳　

法
恩
・
北
村　

勇
太

吉
川　

貴
之

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
と
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
展
開

に
関
す
る
研
究
」

(

指
導
教
員　

古
殿　

幸
雄)

　

在
学
生
の
通

学
の
便
向
上

と
、
自
家
用

車
・
バ
イ
ク
通

学
に
よ
る
事
故

の
リ
ス
ク
減
や

二
酸
化
炭
素
排

出
量
削
減
な
ど

を
目
的
に
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
を
実
現
す

べ
く
取
り
組
ん

だ
。

　
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
２
年
次
生
ま
で
は

し
っ
か
り
経
営
学
の
基
本
を
勉
強

し
、
３
年
次
生
か
ら
会
社
の
経
営
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

４
年
次
生
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

遂
行
す
る
た
め
に
、
ゼ
ミ
内
で
チ
ー

ム
を
編
成
し
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
バ
ス
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
会

社
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
団
体
に
も
出
向
き
、
様
々

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
き
ま
し
た
」

と
陳
さ
ん
。

　

実
現
ま
で
に
は
お
金
、
法
律
、
停

留
所
の
問
題
な
ど
様
々
な
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

　
「
経
営
学
を
学
ん
で
い
る
の
で
す

か
ら
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

自
分
の
力
で
お
金
を
集
め
た
り
解
決

す
る
こ
と
が
大
切
。
経
験
と
失
敗
を

重
ね
て
、
昨
年
の
12
月
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
」。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
多
く

の
人
々
の
協
力
を
得
て
、
大
学
で

身
に
つ
け
た
知
識
、
し
っ
か
り
と
し

た
経
営
理
念
な
ど
の
知
識
を
活
か
し

て
、
卒
業
後
、
社
会
進
出
に
も
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
力
強
く
述

べ
て
く
れ
た
。

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科

原　

竜
也　

「
不
当
利
得
～
返
還
請
求
権
の

範
囲
と
利
得
・
損
失
の
因
果
関

係
～
」(

指
導
教
員　

中
山
実
郎)

　

原
さ
ん
は
、「
不

当
利
得
法
」
に
着

目
し
た
。「
不
当

利
得
」
と
は
、
法

律
上
の
原
因
が
な
い
の
に
、
本
来
利

益
が
帰
属
す
べ
き
者
の
損
失
と
対
応

す
る
形
で
利
益
を
受
け
た
場
合
、
本

来
は
帰
属
す
べ
き
だ
っ
た
者
に
対
し

て
自
身
が
得
た
利
得
を
返
還
さ
せ
る

法
理
あ
る
い
は
制
度
の
こ
と
。
テ
ー

マ
に
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、「
自
分

自
身
い
つ
そ
の
当
事
者
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
不
法
行
為

の
よ
う
に
『
損
害
』
を
中
心
と
す
る

の
で
は
な
く
、『
利
得
』
を
中
心
と

し
て
考
え
、
そ
れ
の
正
常
化
を
目
指

す
と
い
う
点
に
興
味
が
わ
き
ま
し

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

特
に
、
因
果
関
係
に
関
す
る
経
緯

や
範
囲
に
つ
い
て
、
判
例
・
学
説
を

紹
介
し
た
。

　
「
今
回
の
研
究
で
、
因
果
関
係
は
、

不
当
利
得
が
問
題
と
な
る
際
に
非
常

に
重
要
度
が
高
く
、
判
決
を
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
判
例
の
変
遷
は
、
そ
の

と
き
の
社
会
の
あ
り
方
に
深
く
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ

ま
し
た
。『
社
会
観
念
上
、
因
果
関
係

が
認
め
ら
れ
れ
ば
…
』
と
い
う
の
が
通

説
で
す
が
、
そ
の
『
社
会
観
念
上
』
と

い
う
言
葉
に
対
し
て
私
は
、
そ
の
と
き

の
市
民
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
に
ど
れ

だ
け
、
適
切
な
対
応
と
適
用
を
し
て
い

け
る
の
か
、
と
い
う
部
分
で
疑
問
も
感

じ
ま
す
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科山

田　

由
比　

「
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

の
概
念
比
較
」

(

指
導
教
員　

長
澤　

彰
彦)

　
「
ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
興

味
を
も
ち
、
そ
こ
か
ら
同
じ
く
大

衆
操
作
で
あ
る
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
へ
と
興
味
が
広
が
っ
た
」
と
い

う
山
田
さ
ん
。
近
年
誕
生
し
た
「
国

家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
概

念
、
ま
た
外
国
の
国
民
や
世
論
に
国

民
や
メ
デ
ィ
ア
が
直
接
働
き
か
け
る

外
交
活
動
を
指
す
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
」
に
つ
い
て
、
国

家
の
成
り
立
ち
の
違
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
概
念
の
違
い
に
つ
な
が
る
と
い

う
仮
説
を
立
て
た
。

　

そ
し
て
、
英
・
米
・
独
・
日
４
カ

国
の
対
外
政
策
の
事
例
と
背
景
を
整

理
し
、
先
行
研
究
、
事
例
、
分
析
を

も
と
に
丁
寧
に
考
察
し
て
国
家
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
の
法
則
性
を
導
き
出
し

た
。

　
「
自
分
の
考
え
を
追
求
す
る
こ
と
は

妥
協
し
な
い
で
行
い
ま
し
た
。
文
献

を
読
ん
で
知
識
が
増
え
る
ほ
ど
、
考

え
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
や
、
自
分

の
理
論
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
時
は
、
と
に
か
く

自
分
の
考
え
を
文
章
に
書
き
起
こ
し

て
、
整
理
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
し
た
」
と
い
う
山
田
さ
ん
。

　
「
自
分
の
意
志
ひ
と
つ
で
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
べ
る
と
い
う
至
極

当
た
り
前
の
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
、
卒
業
研
究
は
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
知
識
を
学
べ
る
良
い
機
会
で
し

た
」
と
、
大
き
な
実
り
を
得
た
よ
う

だ
。

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科水

間　

一
裕　

「M
o

tiva
tio

n
 to

 L
e

a
rn 

F
re

n
c

h
 a

s
 a

 S
e

c
o

n
d 

Language in  C
anada

」

(

指
導
教
員　

J
a
c
k E

. B
a
rro

w
)

　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

教
育
に
成
功
し
た

カ
ナ
ダ
を
事
例

に
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
第
二
言
語
習
得
に
ど
の
よ

う
に
影
響
を
与
え
る
か
を
研
究
し
た

水
間
さ
ん
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
カ
ナ
ダ

在
住
で
英
語
を
第
一
言
語
と
す
る
男

女
20
人
ず
つ
をFacebook

（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
一
種
）
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

掲
示
板
で
無
作
為
に
選
び
、
協
力
を

依
頼
し
た
。

　
「
協
力
者
を
探
す
の
が
一
番
苦
労

し
ま
し
た
。
一
度
は
引
き
受
け
て
も

ら
っ
て
も
、
57
項
目
と
い
う
質
問

の
多
さ
に
断
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ー
ル

だ
け
の
や
り
と
り
だ
っ
た
の
で
、

時
々
怪
し
ま
れ
、
相
手
の
了
解
を
得

る
の
が
大
変
で
し
た
」と
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
難
し
さ
を
実
感
。
し
か
し
「
今
の

カ
ナ
ダ
の
若
者
が
持
っ
て
い
る
、
フ

ラ
ン
ス
語
に
対
す
る
考
え
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
振
り
返

る
。

　

卒
業
後
は
一
部
上
場
企
業
に
就

職
。「
将
来
は
海
外
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
英
語
の
勉
強
は

続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
語
っ
て
く

れ
た
。

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

岡
本　

祐
加
子　

「
現
代
人
の
咀
嚼
に
関
す
る
意

識
と
健
康
に
対
す
る
効
果
」

(

指
導
教
員　

伊
藤
知
子)

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
を

き
っ
か
け
に
咀
嚼

（
そ
し
ゃ
く
）
に

興
味
を
持
ち
始
め

た
と
い
う
岡
本
さ
ん
。「
咀
嚼
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
瞬
時
に
効

果
が
出
て
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
身
体
的
、
精
神
的
に
も
多
く
の

効
果
が
あ
る
と
知
り
、
お
金
が
か
か

ら
な
く
て
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
健

康
法
だ
と
思
い
、
も
っ
と
み
ん
な
に

咀
嚼
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
」。

▽
白
岩
美
咲
▽
横
田
美
羽
▽
ひ
ま
わ

り
組 

光
本 

巧

︿
努
力
賞
﹀
あ
や
め
組　

作
下
小
雪

▽
生
嶋 

翼
▽
中 

晃
城
▽
西
岡
心

音
▽
新
田
日
奈
音
▽
橋
本
太
陽
▽
ゆ

り
組 

磯
谷
り
り
▽
多
治
見
智
也
▽

中
林
も
な
み
▽
渡
辺
健
太
▽
ひ
ま
わ

り
組 

石
丸
世
望
▽
瀬
戸
山
翠
紅
▽

元
川
恵
美
▽
す
み
れ
組 

石
川
歩
夢

▽
岩
﨑 

将
▽
緒
方
好
誠
▽
竹
中
優

希
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�
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〝
卒
業
研
究
〟
学
び
の
集
大
成

21
年
度 

大
学
院
と
各
学
部
生

　

卒
業
研
究
が
大
学
院

各
研
究
科
、
大
学
各
学

部
学
科
で
提
出
さ
れ
た
。
学
生

た
ち
は
皆
、
自
分
の
興
味
の
あ

る
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
研
究

し
力
作
を
仕
上
げ
た
。
そ
の
中

か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。

（
敬
称
略
）

　

本
学
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
、
咀
嚼
に
対
す
る
意
識
、
知

識
や
食
べ
物
の
好
み
な
ど
を
調
べ
る

と
と
も
に
、
咀
嚼
能
力
の
判
定
、

同
じ
食
事
に
つ
い
て
食
事
時
間
・
咀

嚼
回
数
等
の
測
定
、
普
段
の
生
活
と

咀
嚼
を
意
識
し
た
生
活
を
各
１
週
間

送
っ
た
後
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
咀
嚼
を
意
識
し
た
生

活
を
送
る
と
満
腹
感
が
得
ら
れ
る
、

よ
く
眠
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
す
ぐ
に
現
れ
た
。
そ
し
て
咀
嚼
力

測
定
ガ
ム
を
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
販
売

し
た
り
、
学
校
や
会
社
の
健
康
診
断

に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
「
最
初
は
浅
か
っ
た
研
究
も
、
先

生
や
仲
間
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
研

究
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、
学
科

の
賞
を
い
た
だ
く
ま
で
の
も
の
を
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ゼ
ミ
で
学
ん
で
本
当
に
よ
か
っ
た
で

す
」。

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

平
田　

奈
央　

「
バ
リ
島
の
日
常
食
と
行
事
食

に
つ
い
て
～
日
常
生
活
と
宗
教

行
事
の
関
わ
り
～
」

松
田　

南
美　

「
バ
リ
の
伝
統
舞
踏
と
宗
教
行

事
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」

(

指
導
教
員　

西
岡　

ゆ
か
り)

　

平
田
さ
ん
と
松
田
さ
ん
は
、

バ
リ
島
のT

A
BA
N
A
N

県
・

K
LU
N
GK
U
N
G

県
で
９
月
に
６
日

間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
た
め
現
地
住
民

へ
の
訪
問
調
査
、
聞
き
取
り
調
査
な

ど
を
行
っ
た
。

　

平
田
さ
ん
は
「
食
事
」
を
テ
ー
マ

に
、「
日
常
生
活
と
祭
事
に
お
け
る

男
女
の
役
割
分
担
、
同
一
祭
事
が
行

わ
れ
る
際
の
形
式
の
地
域
差
、
行
事

に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
る
料
理
に
は
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
」
な
ど

を
調
査
・
検
討
し
た
。

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
大
変
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
観
光
地
の
た

め
皆
日
本
語
が
上
手
で
驚
き
ま
し
た

が
、
私
は
、
発
音
に
苦
し
み
な
が
ら

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
人
々
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
し
た
」
と
平
田
さ

ん
。

　

一
方
、
松
田
さ
ん
は
ダ
ン
ス
部
出

身
で
、「
舞
踊
」
を
テ
ー
マ
に
、「
元
々

ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
う
い
う
意

味
を
持
っ
て
い
た
か
、
宗
教
行
事
と

観
光
用
の
舞
踊
で
気
持
ち
の
変
化
は

あ
る
か
、
人
々
の
中
で
舞
踊
は
ど
の

よ
う
な
存
在
な
の
か
」
を
調
べ
た
。

　
「
バ
リ
の
人
々
と
た
く
さ
ん
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
内
に
あ

る
バ
リ
人
ら
し
い
も
の
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
松
田
さ
ん
。

　

２
人
と
も
、
現
地
調
査
に
よ
り
、

選
ん
だ
テ
ー
マ
の
宗
教
性
の
高
さ

と
、
そ
れ
ら
が
人
々
の
日
常
生
活
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
、
理
解
し
た
と
語
っ

て
い
る
。

吉川　貴之 陳
チン

　法
ホウ

恩
オン

北村　勇太

平田　奈央

松田　南美
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平
成
22
年
度
の
進
路
結
果
が
ほ
ぼ

出
そ
ろ
っ
た
。
本
年
度
は
、
２
５
３

人
の
卒
業
生
の
う
ち
、
４
年
制
大

　

今
年
度
の
併
設
大
学
・
短
期
大

学
部
へ
の
進
学
者
数
は
79
人
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
３
学
年
全
体

（
２
３
９
人
）
の
約
33
％
に
当
た

る
。
内
訳
は
大
学
26
人
（
枚
方
キ
ャ

ン
パ
ス
８
人
）・
短
大
53
人
で
あ

る
。
内
部
進
学
で
は
成
績
・
評
定
・

資
格
な
ど
に
よ
り
授
業
料
減
免
の
奨

学
金
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

今
年
度
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
を
は
じ

め
と
し
て
、
大
学
・
短
大
合
わ
せ
て

18
人
の
生
徒
が
減
免
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
高
大
連
携
の
一
つ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
大
学
全
入
時
代
を
迎

え
た
今
、
他
大
学
へ
の
進
学
志
望
を

上
回
る
、
よ
り
魅
力
あ
る
高
大
連
携

が
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

外
部
大
学
へ
の
進
学
実
績
は
、
例

年
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
外
国
語

系
大
学
の
伸
び
が
一
つ
の
特
徴
と
い

え
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｏ
入
試
や
特
別
推

薦
入
試
・
指
定
校
推
薦
入
試
と
い
っ

た
早
期
実
施
入
試
の
受
験
者
が
増
加

し
、
年
々
進
学
先
決
定
時
期
が
早

2009年（平成21年）
８／24	 滝井高	 国際科2年生がカナダ語学研修（～9／14）
８	 短大	 	ケンタッキーフライドチキンのスタッフが技・スピー

ド・サービスの質を競い合うCHAMPS	Challengeで池永
朱音さん（幼児保育１）が関西第１位

9	 大学<枚方>	 	リフレッシュデイキャンプ
10／７	 大学	 	中国　首都体育学院との間で体育教育に関する交流協定

書調印
10／７	 大学	 	　「オールナイトニッポン」などで学生メッセージ放送
10／10	 大和田中	 体験学習会
10／10	 大学<守口>	 	スポーツ行動学科3年次生	平賀夢芽子さん	エアロビッ

ク大会で3位入賞	全国大会へ
10／11	 大学<枚方>	 	スマイルプロジェクトが、「ふとん太鼓巡行」の御神輿担

ぎに参加
10／14	 大学<枚方>	 	スマイルプロジェクトメンバーが稲刈り作業で収穫の秋

を満喫（15,17）
10／15	 大学<枚方>	 	三井住友銀行の寄附講座がスタート（全4回）
10／17	 大学<守口>短大	 競技チアリーディング＆エアロビック部　誕生
10／21	 滝井高	 救急救命講習を実施
10／23	 大学<守口>短大	 優花祭前日の風景をFM-HANAKOが生中継
10／23	 大学<枚方>	 	ヴァイオリニストの廣澤大介さん（法政経学部卒）、朝日

新聞に掲載
10／29	 大和田中	 ハロウィン
10／31	 大学<枚方>	 	卒業生の西垣　充さん、ミャンマーで障害者の自立支援

の記事が朝日新聞に掲載
1０	 大学<枚方>	 	松田　良さん、西村玄太さん（法政経3）のボランティ

ア活動日記を掲載
11／１	 大学	 	外務省　日メコン交流年2009認定事業　カンボジアボラ

ンティアワークキャンプ研修　合同報告会開催
11／１	 大学<守口>	 	女子ソフトボール部でスポーツ行動学科3年次生の大村

英利佳さん、守口市教育委員会表彰
11／１	 滝井高	 守口市民まつりに本校ダンス部・軽音楽部が参加
11／１	 大和田中	 バレーボール部、守口市教育委員会表彰
11／2	 大和田高	 高2学年：球技大会
11／3	 滝井高	 	NHK総合『シンフォニック・ダンス−大阪フィル・青

少年のためのコンサート2009−』で鷲野のぞみさん（3
Ｆ	 吹奏楽コース）が大阪フィルと共演

11／６	 大学<守口>	 	HSNネット「公開講座フェスタ2009」で国際コミュニ
ケーション学部　宇山　博教授が講師

11／６	 幼稚園	 避難訓練（地震・火災）を実施
11／７	 滝井高	 薬物乱用防止講演会を実施
11／10	 大学	 韓国の安東科学大学との学術交流協定書調印式を実施
11／10	 滝井高	 グラチャンバレーで卒業生の山口　舞選手が大活躍
11／11	 大学	 協定校である中国海洋大学外国語学院訪問団一行が来学
11／12	 滝井高	 国際科の英語一泊研修を実施（～13）
11／13	 学園	 	FM-HANAKO(82.4MHz)『もりかど探偵団』で学園創

立80周年特集
11／14	 大学<枚方>	 	関西文化学術研究都市６大学連携市民公開講座2009で法

律政策学科　中川実郎准教授が講師
11／14	 滝井高	 中学生対象第2回管楽器奏法クリニックを実施（～15）
11／14	 大学<枚方>	 インターンシップ報告会開催
11／15	 短大	 	幼児保育学科　朝倉　洋　教授、寝屋川市民管弦楽団第

5回定期演奏会を指揮
11／15	 大学<守口>	 	国際コミュニケーション学部　宇山　博教授、韓国教育

科学技術部国立国際教育院より「韓国政府奨学生の再招
プログラム2009年」に招待（～21）

11／15	 大学・短大	 	ワンダーフォーゲル部「第８回天の川大清掃」に参加	
（＝写真）

11／18	 大学・短大	 	女子サッカー、第18回全日本大学女子サッカー選手権大
会出場で守口市表敬訪問

11／19	 幼稚園	 年長組が大久保小学校と交流会
11／20	 大学<枚方>	 	現代社会学部法律政策学科　安保克也准教授の論評、『時

事評論　石川』（北潮社）に掲載
11／21	 滝井高	 後援会主催　わかぎゑふ氏講演会とバザー開催
11／21	 大和田中･高	 PTA主催　保護者対象社会見学のお知らせ
11／27	 大学<守口>	 	ヘッドスピンギネス記録保持者　大野愛地さん（国際コ

ミ3）がTV出演（11／29、12／3）
11／27	 滝井高	 クリスマスイルミネーションの点灯
11／28	 大和田中	 	バレー部の宮下　遥選手（3）、プレミアリーグ初日に途

中出場でリーグ戦デビュー
11	 滝井高	 中西優花さん（2年）、第18回国際高校生選抜書展で入選
11	 滝井高	 	橋本光央係員の著書『落語のごらく』、作家・高井　信氏

のブログで紹介
11	 大学<枚方>	 	青年海外協力隊としてフィジーで水泳指導の中村千佳さ

ん（法政経4）、帰国報告会を実施～「フィジー社会の基
礎力」の育成に貢献～

11	 大学	 女子ラクロス部の特集が『スポパラマガジン』に掲載
11	 大学<守口>	 	国際コミュニケーション学科　松村史紀講師　北東アジ

ア学会で優秀論文賞受賞
12／4	 大学<守口>	 短大　学友会より3.6メートルのクリスマスツリー
12／2	 滝井高	 豪St.Peters	Lutheran	Collegeとの演奏交換会を実施
12／2	 学園	 　『教育学術新聞』に創立80周年記念式典の様子が掲載
12／６	 幼稚園	 作品展
12／７	 滝井高	 	インターネット・携帯電話に関する生徒指導教員研修を

実施
12／9	 大和田中	 中3学年：北河内地区中学校連合音楽会に参加
12／11	 大学<守口>	 	関屋賢大さん（国際コミ3）、日本武術太極拳連盟より第

5回東アジア競技大会日本代表選手として派遣
12／13	 滝井高	 軽音楽部が子供会のクリスマスコンサートに出演
12／14	 大学<枚方>	 	学友会が長尾台商店会で使用できる「地域振興券1,000円

分」配布
12／14	 大学<枚方>	 	スクールバスの有料での試験運行が開始
12／15	 大和田高	 高2学年：大学模擬授業
12／16	 大学<枚方>	 ビジネス学部「卒業生講演会」を開催
12／17	 大和田中	 English	Speech	Contest（＝写真）

12／18	 大和田中	 スケート実習
12／18	 滝井高	 	FM-HANAKO（82.4MHz）『もりかど探偵団』に「We	

are	Sneaker	Ages」出場の軽音楽部が生出演
12／18	 大学<枚方>	 	まちづくり実践活動家によるリレー講座開催（１／15、

１／22）
12／19	 大学<枚方>	 ボランティア学生が地域の餅つき大会で交流を深める
12／19	 大学<枚方>	 情報デザイン学科１年次生　学外研修報告
12／20	 滝井高	 	吹奏楽コース生「尚美ソロコンテスト・アンサンブルコ

ンテスト」トロンボーン　末廣果純さん(3)が優秀賞受
賞。その他の本選進出者	 フルート	 五十嵐　凛さん(同)
▽アルトサックス	 中田瑞希さん(同)▽ホルン	 池長未
来さん(同)▽アンサンブル部門	 金管五重奏

12／21	 幼稚園	 お楽しみ会
12	 大学<枚方>	 表彰制度説明会の開催
12	 大学・短大	 	学園創立80周年を迎えて～在学生・保護者へ理事長から

のメッセージを公式サイトに掲載
12	 大学・短大	 	　『KAT-TUN出演レコメン！』などで学生メッセージの

CMが放送
12	 大学	 	第22回国際シンポジウム「美しい森。それは未来へのパ

スポート」抄録が毎日新聞紙面および毎日jpに掲載
12	 学園	 	評議員の森　勇介氏が大阪21世紀協会のHP「大阪ブラン

ド情報局　多氏彩才」に掲載、ラジオにも出演予定
12	 大学<枚方>	 	｢リサーチプロジェクトI」経営デザイン学科の審査結果

発表
12	 大学<枚方>	 移動販売「焼きたて	富良野メロンパン」が登場
12	 短大	 	卒業生の久保由美さん（短大幼教1985年卒）がCEOを

務める米国ベンチャー企業が自閉症患者のコミュニケー

ションソフトを開発
2010年（平成22年）
１／１	 短大	 	ライフデザイン総合学科『地域と観光演習』授業で亀岡

市大井町の商店街活性化事業「オリジナル駅弁」開発・
販売に学生参画の様子が『トラベルニュース』に掲載

１／８	 大学<守口>	 	FM-HANAKO（82.4MHz）『もりかど探偵団』成人式特
集に、女子ラクロス部の田川ひかるさん、太期　愛さん
（スポーツ行動2）が新成人として生出演

１／８	 滝井高	 新春恒例の学年かるた会
１／9	 学園	 第７回ブロッサムコンサート開催
１／13	 滝井高	 　『選抜かるた大会・クィーン決定戦』を実施（＝写真）

１／14	 大学<枚方>	 現代社会学部「卒業生講演会」
１／15	 大学<枚方>	 まちづくり実践家の講演会開催
１／19	 大学<枚方>	 	「リサーチプロジェクトⅡ」経営デザイン学科の審査結

果発表
１／19	 大学<枚方>	 第4回キャンパスお笑いライブを開催
１／20	 大学<守口>	 	国際コミュニケーション学科「博物館学各論II」の授業

で特別講師を招き講演会を実施
１／21	 滝井高	 	国際科4名、長期留学（豪）に出発
１／22	 大学<守口>	 	堀江政生客員教授、朝日新聞「焦点採録　予算委員会」

に記事掲載
１／25	 幼稚園･短大	 年長組　食育指導
１／26	 大学<枚方>	 	法政経学部田中　優講師のゼミ3年次生が安全・安心の

まちづくりについて地域へのプレゼンテーションを実施
１／27	 大学・短大	 Teachers’ 	Seminar、ホークス教授による翻訳学講座
１／29	 幼稚園･短大	 音楽鑑賞会
１／31	 滝井高	 吹奏楽コース「第2回定期演奏会」
１	 大学	 	卒業生の久保由美さん、自閉症患者のコミュニケーショ

ンソフト開発でウォールストリートジャーナル等に掲載
１	 大学<守口>	 	ニュージーランド在住の山田菜緒さん（国際コミ2008

卒）からの卒業生レポートを公式サイトに掲載
１	 大学<守口>	 	村上彩実さん（国際コミ3）（米サンディエゴ州立大学派

遣中）のレポートを掲載
１	 大学<枚方>	 	「リサーチプロジェクトⅡ」経済ファイナンス学科の審

査結果発表
2／１	 大学<枚方>	 	現代社会学部法律政策学科　安保克也准教授の論評、『週

刊世界と日本』（内外ニュース）に掲載
2／１	 大学・短大	 	堀江淳之助副学長がKBS京都ラジオ『和泉　修のワッ

ツ・フレンズ！』に出演
2／2	 滝井高	 １・2年のマラソン大会を実施
2／3	 大学<守口>	 	人間科学部スポーツ行動学科　井上芳光教授、NHK「た

めしてガッテン」に出演（2／9、2／11）
2／3	 大和田中･高	 	元教諭の江頭マサエ氏が関西テレビ『よ～いドン！』「と

なりの人間国宝さん」に登場
2／3	 幼稚園	 豆まき
2／4	 滝井高	 	入試競争倍率、本校4.10倍で大阪私立高校の女子校の中

で最高と報道
2／６	 大和田高	 	朝日新聞オーサービジットプロジェクトにより建築家の

安藤忠雄氏が授業を実施
2／６	 大和田中	 中学総合：生徒によるミュージカル
2／８	 大学<枚方>	 	経済ファイナンス学科「国際貿易」特別講義１「国際ビ

ジネスと異文化理解の重要性」開催
2／9	 大学<守口>･滝井	 	心理コミュニケーション学科在学生企画による滝井高校

入学前教育実施
2／10	 大学<枚方>	 	経済ファイナンス学科「国際貿易」特別講義2・「貿易保

険の仕組み」開催
2／12	 	大学・短大	 	FM-HANAKO（82.4MHz）『もりかど探偵団』「バンクー

バーオリンピック開幕特集」で、カナダ留学経験者の伊
藤有輝さん、上野千絵さん（国際コミ4）がカナダ事情に
ついて、スキー部主将　今川恵里加さん（心理コミ4）が
アルペンスキーの楽しみ方について語る

2／12　大学	 	京都大学大学院	大野哲也氏を講師に迎え公開講演会「ペ
ダルを踏むことで見えてくる文化の違い−5年間の世界
自転車旅行の経験から−」

2／17	 大学<枚方>	 	日本テレビ『一億人の大質問！？笑ってこらえて』に片山
立志非常勤講師が出演

2／18	 大学・短大	 	Challenge	The	Global	Mind（学生チャレンジ制度）報告
会

2／18	 大学<守口>	 	網本麻里さん（スポーツ3）、2010国際親善女子車椅子バ
スケットボール大阪大会で活躍（～20）

2／20	 幼稚園	 生活発表会
2／21	 大学<枚方>	 	守口市国際交流友の会の講演会でビジネス学部経営デザ

イン学科Raul	Nivon准教授が講演
2／21	 滝井高	 吹奏楽部　17回目ニューサウンドコンサート
2／22	 大和田中	 美術部　北河内中学生作品展に出品（～3／4）
2／23	 学園	 	教職員表彰、大学　新学部セミナーI作業部会	 代

表	 佐藤智明教授（ビジネス学部）、井上芳光教授（人間
科学部）を表彰

2／24	 短大	 	幼児保育学科　塚田みちる准教授、守口市子育て支援セ
ンター子育て講座「今から始めよう‼これからの子育
て	 自分育ち」で講師

2／26	 短大	 	幼児保育学科　谷　玲子非常勤講師、守口市庭窪公民館
子育て講座「親子で楽しく遊ぼう」で講師

2／27	 大学・短大	 	合唱部が鶴見老人保健施設　ラガールでひなまつりコン
サート（＝写真）

2	 大学<守口>	 	海外研修プログラム「日本語教員アシスタント（エルジェ
ス大学）」が外務省「2010年トルコにおける日本年」の事
業に認定

2	 幼稚園	 	　『週刊教育PRO』（2010／2／9発行）「笑顔探訪」コーナー
に豆撒きの様子など掲載

2	 大学・短大	 学生のメッセージがKBS京都ラジオ番組で放送
2	 大学（枚方）		権藤俊光さん（経営情報3）、イタリアのレーシングチー

ムGrillini	Racing	Teamとプロ契約
3／１	 短大	 ライフデザイン総合学科海外異文化研修（韓国）（～12）
3／5	 滝井高	 	春の高校バレー全国大会出場のバレー部が守口市を表敬

訪問
3／６	 滝井高	 春高バレー出場	壮行式
3／８	 大学（枚方）	枚方キャンパス、枚方東消防署定例表彰
3／9	 大和田高	 美術部　卒業制作展「開眼流睡眠展」（～13）
3／9	 大学・短大	 	コンプライアンス行動基準説明会を開催（枚方キャンパ

ス3／10）
3／9	 滝井高	 吹奏楽部　八雲東幼稚園卒園の集いで演奏を披露
3／10	 大学（守口）		南部公民館『魅力ある話し方教室』で心理コミュニケー

ション学科の長澤彰彦教授、小牧一裕教授が講師（3／
19	 小牧教授）

3／10	 滝井高	 茶道部がお茶会を実施
3／10	 大和田中	 中１・2年　スキー実習（～15）
3／12	 大和田高	 １年球技大会
3／13	 大学（枚方）		枚方市文化国際財団主催『世界の国からこんにちは』で

中村千佳さん（法政経4）が報告
3／16	 大和田高	 薬物乱用防止教室
3／16	 大和田中	 １・2年生　ドッジボール大会
3／17	 大和田高	 2年球技大会
3／18	 大和田中	 １・2年　駅伝大会
3／24	 大学（枚方）		法政経学部3年次生が「第4回全国大学まちづくり政策

フォーラムin京田辺」に参加
3／26	 大学・短大	 消防訓練
3／30	 大和田高	 	美術部OB展　「EASTER	 2」（～4／3）
3	 学園	 	元職員の松山哲也さんが埴生小学校（羽曳野市）でエコ

授業
3	 滝井高	 　『月刊バレーボール』才崎監督らを紹介
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２
０
人
で
、
卒
業
生
の
47･

４
％

（
４
年
制
大
学
進
学
者
の
58･

５
％
）

で
あ
っ
た
。
今
年
度
の
卒
業
生
諸
君

の
健
闘
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

　

一
方
で
、
国
公
立
大
学
へ
の
進
学

が
、
若
干
と
は
い
え
昨
年
よ
り
減
少

し
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
教
職
員
全

員
が
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止

め
て
お
り
、
生
徒
・
保
護
者
の
期
待

に
応
え
、
生
徒
の
努
力
を
一
人
一
人

の
進
路
実
現
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
ん
で
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

（
大
和
田
高
校�

進
路
主
任

�

　

前
川　

馨
子
）

４
年
制
大
学
へ
進
学
増
え
る

大
和
田
高
校 

国
公
立
大
は
若
干
減
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大
学
・
短
大

平
成
21
年
度 

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

軟
式
野
球
部
〔
２
０
０
９
年
度
西
都
大

学
軟
式
野
球
連
盟
１
部
春
期
リ
ー
グ
戦

優
勝
〕

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
〔
第
20
回
記
念
関
西

学
生
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
戦
１
部
リ
ー
グ

優
勝
、
第
１
回
全
日
本
大
学
選
手
権
大

会
準
優
勝
、
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場

（
ベ
ス
ト
４
）〕▽
女
子
サ
ッ
カ
ー
部〔
平

成
21
年
度
関
西
学
生
女
子
サ
ッ
カ
ー
秋

季
リ
ー
グ
１
部
３
位
と
な
り
、
第
18
回

全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
出
場
〕▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部〔
平

成
21
年
度
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
春
季
、
秋
季
１
部
リ
ー
グ
優
勝
〕

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
第
６
回
北
信
越

大
学
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優

勝
、
２
０
０
９
宇
津
木
妙
子
杯
兼
白
馬

カ
ッ
プ
争
奪
大
学
女
子
大
会
優
勝
、
第

10
回
社
会
人
・
大
学
女
子
宇
和
島
オ
ー

プ
ン
大
会
準
優
勝
〕
▽
斉
藤
敏
子
（
ス

ポ
行
４
）〔
平
成
21
年
度
関
西
学
生
女

子
サ
ッ
カ
ー
秋
季
リ
ー
グ
１
部
リ
ー
グ

に
お
い
て
優
秀
選
手
に
選
出
さ
れ
第
10

回
大
学
女
子
地
域
対
抗
戦
２
０
１
０
に

出
場
〕
▽
上
倉
優
紀
（
同
４
）〔
平
成

21
年
度
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

秋
季
リ
ー
グ
戦
１
部
リ
ー
グ
に
お
い
て

最
優
秀
選
手
賞
受
賞
〕▽
木
村
沙
織（
同

４
）〔
平
成
21
年
度
関
西
大
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦
１
部
リ
ー

グ
に
お
い
て
最
優
秀
選
手
賞
受
賞
〕
▽

三
木
誠
子
（
同
４
）〔
平
成
21
年
度
関

西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
春
季
、
秋

季
リ
ー
グ
戦
１
部
リ
ー
グ
に
お
い
て
ス

パ
イ
ク
賞
受
賞
〕▽
網
本
麻
里（
同
３
）

〔｢

２
０
０
９
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
車
椅

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）　

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
パ
リ
・

フ
ラ
ン
ス
大
会
」
に
お
い
て
日
本
代
表

選
手
と
し
て
出
場
、「
国
際
親
善
女
子

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
阪
大

会
」
に
お
い
て
日
本
代
表
選
手
と
し
て

出
場
〕
▽
大
村
英
利
佳
（
同
３
）〔「
第

８
回
ワ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
０
９

ｉ
ｎ
高
雄
」
に
お
い
て
大
学
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場

し
優
勝
、
第
41
回
秋
季
関
西
学
生
リ
ー

グ
戦
１
部
リ
ー
グ
に
お
い
て
ベ
ス
ト
プ

レ
ー
賞
受
賞
〕
▽
細
木
好
美
（
同
３
）

〔
第
41
回
春
季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
１
部
リ
ー
グ
に
お
い
て
ベ

ス
ト
プ
レ
ー
賞
受
賞
〕▽
亀
井
葉
月（
同

２
）〔
第
27
回
レ
デ
ィ
ー
ス
陸
上
競
技

大
会(

全
国)

一
般
・
高
校
１
５
０
０

ｍ
２
位
、
第
46
回
関
西
学
生
学
年
別
選

手
権
大
会
８
０
０
ｍ
２
位
〕
▽
中
尾
友

香
（
人
間
健
康
４
）〔
第
27
回
レ
デ
ィ
ー

ス
陸
上
競
技
大
会(

全
国)

一
般
・
高

校
１
０
０
ｍ
Ｈ
６
位
〕
▽
羽
賀 

寛

（
同
４
）〔
第
86
回
関
西
学
生
陸
上
競

技
対
抗
選
手
権
大
会
男
子
２
部
円
盤
投

４
位
〕
▽
巻
田
知
範
（
同
１
）〔
第
46

回
関
西
学
生
陸
上
競
技
学
年
別
選
手
権

大
会
男
子
１
年
の
部
走
高
跳
１
位
（
全

学
年
５
位
）〕
▽
平
賀
夢
芽
子
（
ス
ポ

行

３
）〔SU
ZU
K
I JA

PA
N
 C
U
P 

２
０
０
９
第
26
回
全
日
本
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
選
手
権
大
会
西
日
本
地
区
大
会
３
位

入
賞
し
全
国
大
会
に
出
場
、
ス
ポ
ー
ツ

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
２
０
０
９
兵
庫
県
オ
ー

プ
ン
優
勝
〕▽
今
川
恵
里
加
（
心
理
コ

ミ
３
）〔
第
83
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
に
お
い
て
女
子
３
部
大
回

転
４
位
入
賞
、
平
成
21
年
度
国
民
体
育

冬
季
大
会
に
お
い
て
鳥
取
県
代
表
と
し

て
出
場
〕
▽
山
名
麻
友
（
国
コ
ミ
４
）

〔「M
icrosoft O

ffi
ce 

世
界
学
生
大
会

２
０
０
９
」
日
本
大
会
に
お
い
て
大

学
・
短
期
大
学
部
門
エ
ク
セ
ル
部
門
６

位
〕

　

日
本
学
生
支

援
機
構
が
行
う

優
秀
学
生
顕
彰

事
業
の
平
成
21

年
度
大
賞
に
、

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
３
年

次
生
の
網
本
麻
里
さ
ん=

写
真
が
選
ば

れ
た
。

ク
ラ
ブ
活
動

 

別
途
記
事
掲

（
載
は
省
略
。
）

 

敬
称
略

大
学
・
短
大

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

10
／
25　

関
西
学
生
連
盟
秋
季
リ
ー

グ
戦
優
勝
（
３
季
連
続
）
最
優
秀
選
手

賞 

セ
ッ
タ
ー
上
倉
優
紀
（
ス
ポ
行
４
）

▽
ス
パ
イ
ク
賞 

セ
ン
タ
ー
三
木
誠
子

（
同
４
）
▽
優
秀
監
督
賞 

森
脇
文
子

・ 

12
／
３　

全
日
本
大
学
選
手
権
ベ
ス
ト

16
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

・ 

11
／
23　

関
西
学
生
１
部
リ
ー
グ
優
勝

・ 

11
／
28　

全
日
本
ラ
ク
ロ
ス
大
学
選
手

権
大
会 

準
優
勝 

優
秀
選
手
賞 

森

寺
麻
衣

・
12
／
13　

全
日
本
選
手
権
出
場

陸
上
競
技
部

・ 

１
／
31　

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ

ン 

安
田
絵
美
（
国
際
大
Ａ
Ｃ
・
’07
卒
）

完
走
▽
大
阪
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
日
本
陸

連
登
録
の
部　

西
川
結
奈
（
ス
ポ
行
２
）

８
位

滝
井
高
校

演
劇
部

・ 

11
／
８　

大
阪
府
高
校
演
劇
研
究
大
会

Ｅ
地
区
大
会　

創
作
脚
本
賞 

倉
田
彩

加
（
３
年
）『
色
彩
カ
メ
レ
オ
ン
』

吹
奏
楽
部

・ 

12
／
25　

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
金
賞

・ 

１
／
16
、
17　

管
弦
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ

ス
ト
地
区
大
会
（
京
橋
大
会
）
金
賞 

フ

ル
ー
ト 

五
十
嵐 

凜
（
３
位
・
代
表
、

３
）
▽
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト 

松
内
理
紗
（
代

表
、
同
）
▽
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト 

山
下
左
起

子
（
代
表
、
同
）
▽
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン 

末

廣
果
純
（
代
表
、
同
）
▽
マ
リ
ン
バ 

鷲

野
の
ぞ
み
（
代
表
、
同
）
▽
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト 

八
田
有
加
（
２
）
▽
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス 

森
高 

彩
（
１
）

軽
音
楽
部

・ 

12
／
27　
「W

e are Sneaker A
ges

」

グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
出
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

12
／
５
～
13　

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
よ
り
第
５
回
東
ア
ジ
ア
大
会
日
本

代
表
選
手
に
堀
口
夏
実
（
３
）
選
出

・ 

２
／
21  

春
高
バ
レ
ー
大
阪
地
区
予

選 

優
勝

・ 

３
／
23　

春
高
バ
レ
ー 

ベ
ス
ト
16

大
和
田
高
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・ 

10
／
24　

大
阪
高
校
総
体
兼
大
阪
高

校
選
手
権
大
会　

団
体
予
選
リ
ー
グ

戦 

優
勝

・ 

１
／
９
、
10　

近
畿
イ
ン
ド
ア
大
会
個

人
戦
出
場 

濱
名 

良
（
２
）
▽
竹
添

貴
政
（
１
）

美
術
部

・ 

１
／
16　

大
阪
府
高
校
芸
術
文
化

祭 

美
術
工
芸
部
門
コ
ン
ク
ー
ル

展 

入
選　

衣
川
恵
利
香
▽
西
澤
阿
以

（
以
上
３
）
▽
植
田
幸
代
▽
重
松
未
紗

（
以
上
２
）

映
画
研
究
部

・ 

11
／
23　
「
映
画
甲
子
園 

第
４
回
高
校

生
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
」︿
自
由
作
品
部
門
﹀

『ST
O
PPIN

G ELEV
A
T
O
R

』特
選
、

男
子
演
技
賞 

山
崎
功
貴
▽
『LO

V
E 

in H
O
T
EL

』
佳
作
▽
︿
規
定
作
品
部
門
﹀

『EA
RT
H

』
優
秀
規
定
作
品
入
選

・ 

11
／
23　
「“
世
紀
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を

探
せ
！
”
高
校
生
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」『EA

RT
H

』
優
秀
賞

・ 

11　

東
広
島
映
画
祭　
『
試
験
管
ベ
イ

ビ
ー
』
優
秀
賞

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

10
／
12　

大
阪
中
学
校
秋
季
総
合
体
育

大
会
第
３
位

・ 

11
／
15　

北
河
内
新
人
大
会
優
勝
（
27

季
連
続
27
回
目
）

・ 

２
／
21　

新
人
大
会
準
優
勝

・
３
／
25  

近
畿
大
会
準
優
勝

剣
道
部

・ 

12
／
５　

北
河
内
新
人
大
会　

女
子
個

人
戦
優
勝 

山
下
史
恵
梨
（
１
）
団
体

戦
準
優
勝

美
術
部

・ 

２ 

全
大
阪
幼
少
年
美
術
展 

佳
作 

北

川
美
海
（
３
）
▽
松
田
啓
吾
（
２
）
▽
努

力
賞 

瀬
野
優
菜
（
同
）

優
秀
学
生
顕
彰　

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍

　

同
事
業
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
に
困
難
が
あ
り
つ
つ
も
、
学

術
、
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社

会
貢
献
の
各
分
野
で
優
れ
た
業
績
を

挙
げ
た
学
生
ら
を
表
彰
し
、
奨
励
・

支
援
す
る
と
い
う
も
の
。
12
月
12

日
、ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
東
京
）

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

網
本
さ
ん
は
、
全
日
本
女
子
車
椅

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

優
勝
、
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
椅

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
４
位
の
活

躍
な
ど
に
よ
り
、
応
募
者
１
０
４
人

中
、
大
賞
５
人
の
中
に
選
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
分
野

で
、
武
術
太
極
拳
の
世
界
選
手
権
太

極
拳
第
４
位
、
北
京
武
術
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
太
極
拳
太
極
剣
第
３
位
な
ど
で

活
躍
し
た
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
３
年
次
生 

関
屋
賢
大

さ
ん
が
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成
21
年
度
後
半

(

＊
は
大
学
・
短
大
表
彰
規
程
記
載
資
格)

◆
国
際
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
５
０
点
以
上

(

Ｉ
Ｐ
含
む)

国
際
コ
ミ
４=

長
船
翔
一

＊
同
７
３
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含

む)国
際
コ
ミ
４=

古
村
早
優
貴
▽
水
間

一
裕
▽
若
松
佑
輔
▽
同
３=

村
上
彩

実＊
同
５
０
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含

む)法
政
経
４=

中
村
千
佳
▽
同
３=

杉

原
麻
依
▽
人
間
健
康
４=
渡
邉
雄
平

▽
国
際
コ
ミ
４=

上
野
千
絵
▽
伊
藤

有
輝
▽
上
野 

恵
▽
松
浦
庄
吾
▽
同

３=

前
田
結
花
▽
坂
井
綾
奈
▽
同
２

=

松
阪
美
里
▽
心
理
コ
ミ
３=

藤
田

雅
彦

＊
英
検
２
級

経
営
情
報
３=

浅
島 

諭
▽
国
際
コ

ミ
４=

森
元
美
也
子
▽
上
野 

恵
▽

同
３=

白
井
啓
二
朗
▽
佐
々
木
彩
乃

▽
同
２=

乾 

麻
里
子
▽
大
西
悠
貴

▽
人
間
健
康
４=

前
田
修
治

＊
中
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
検
定
５
０
０
点
以
上

国
際
コ
ミ
４=

齋
藤
珠
季
▽
橋
本
真

梨
子

＊
中
国
語
検
定
試
験
２
級

国
際
コ
ミ
２=

周 

金
竜

＊
日
本
語
能
力
試
験
１
級

経
営
情
報
４=

超 

洪
▽
董 

欧
▽

朴 

洪
光
▽
同
３=

閻 

南
江
▽

張 

辰
▽
付 

翠
紅
▽
連 

宝
▽

経
営
デ
ザ
イ
ン
２=

杜 

衡
▽
国
際

コ
ミ
４=

于 

卿
煥
▽
黄 

雅
楠
▽

馬 

項
琨
▽

 

巍
▽
劉 

冬
▽

劉 

飛
飛
▽
金 

鉉
周
▽
杜 

俊

▽
卞 

相
文
▽
同
３=

高 

超
▽

杜 

運
来
▽
李 

書
皓
▽
彭 

川
宇

▽
同
２=

周 

金
竜
▽
杜 

姣
姣
▽

同
１=

吉 

宏
偉
▽
心
理
コ
ミ
２=

余 

作
貴

＊
Ｂ
Ｊ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
能

力
テ
ス
ト(

Ｊ
１
レ
ベ
ル)

国
際
コ
ミ
４=

劉 

明
暉

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
「
文
書
作
成
」

２
級

心
理
コ
ミ
１=

寺
尾
優
志
▽
国
際
コ

ミ
３=

徳
山
大
輔
▽
高
見
育
代
▽
蒲

本
佳
奈
▽
同
２=

三
井
一
斗

同
３
級

人
間
健
康
１=

三
東
恵
子
▽
国
際
コ

ミ
２=

三
井
一
斗

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
「
デ
ー
タ
活

用
」
２
級

心
理
コ
ミ
３=

鳥
芎
尾
信
子
▽
国
際

コ
ミ
３=

永
冨 

瞳
▽
蒲
本
佳
奈
▽

藏
田
奈
津
子
▽
同
２=

栗
山
朋
美
▽

樋
口
幸
生
▽
三
井
一
斗

同
３
級

人
間
健
康
１=

三
東
恵
子
▽
国
際
コ

ミ
２=

三
井
一
斗

＊
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
検
定

デ
ィ
ジ
タ
ル
映
像
部
門
３
級

経
営
情
報
４=

長
田
卓
哉
▽
中
尾
彩

香
▽
西
原 

孝
▽
同
３=

岩
田 

渚

▽
梶 

め
ぐ
み
▽
橋
本
正
志
▽
松
村

遼
太
▽
松
本
朋
宏
▽
情
報
デ
ザ
イ
ン

２=

竹
田
麻
理
愛
▽
韓 

大
勇
▽
廣

木
慎
吾
▽
矢
野
雄
理

＊
同W

eb

デ
ザ
イ
ン
部
門
３
級

経
営
情
報
３=

松
村
遼
太

＊
パ
ソ
コ
ン
検
定
準
２
級

情
報
デ
ザ
イ
ン
２=

廣
木
慎
吾

＊
同
３
級

経
営
情
報
４=

澤
井
怜
奈
▽
内
藤
祐

希
▽
経
営
デ
ザ
イ
ン
１=

浜
田
隼
斗

＊
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

経
営
情
報
３=

御
幣
真
之

＊M
icrosoft O

ffi
ce Specialist 

Excel 2002 
国
際
コ
ミ
３=

中
切
彩
香

＊
同 W

ord 2002

国
際
コ
ミ
３=
太
田
智
哉

＊
秘
書
技
能
検
定
準
１
級

法
政
経
４=

中
田
真
理
子

＊
同
２
級

法
政
経
３=

川
楠
仁
美
▽
田
口
阿
弓

▽
心
理
コ
ミ
３=

藤
本
詩
織
▽
島
袋

絢
子
▽
同
２=

土
屋
泰
子
▽
国
際
コ

ミ
３=

高
橋
美
佳
子

同
３
級

人
間
健
康
２=

安
藤
陽
香

＊
日
商
簿
記
検
定
試
験
２
級

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
２=

沖
野
良
和

▽
高
田
裕
和
▽
南
出
裕
樹
▽
国
際
コ

ミ
３=

包 

美
栄

＊
販
売
士
検
定
２
級

経
営
デ
ザ
イ
ン
２=

秀
野
利
仁
▽
畑

谷
則
明
▽
山
本
理
嘉

同
３
級

経
営
情
報
４=

▽
今
西
俊
豪
▽
同
３

=

朱 

▽
経
営
デ
ザ
イ
ン
２=

柴
田 

瞳
▽
安
威
友
紀
子
▽
心
理
コ

ミ
２=

高
尾
里
良

＊
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

心
理
コ
ミ
４=

川
﨑
健
司

＊
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
際
コ
ミ
４=

松
井
さ
と
り
▽
同
２

=

本
谷
章
太
郎

＊
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

法
政
経
４=

岩
本
光
司
▽
根
間
亜
優

美
▽
同
３=

馬
島 

景
▽
法
律
政
策

１=

高
津
雄
佑

＊
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
検
定
２
級

法
政
経
４=

岩
本
光
司

＊
ビ
ジ
ネ
ス
著
作
権
検
定
初
級

経
営
情
報
４=

中
村
竜
也
▽
法
律
政

策
２=

桑
畑
文
昭

＊
法
学
検
定
試
験
３
級
行
政

コ
ー
ス

法
政
経
３=

川
田
奈
緒
▽
栃
尾
信

幸
▽
中
尾
太
輔
▽
法
律
政
策
２=

勇 

遼
太
郎

＊
同
４
級

法
律
政
策
２=

河
村
秀
平
▽
桑
畑
文

昭
▽
田
中
真
輝
▽
服
部
真
弥

＊
数
学
検
定
試
験
２
級

国
際
コ
ミ
４=

若
松
佑
輔

◆
短
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０
０
点
以
上

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

松
山
尚
代

＊
英
検
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

村
田
智
子
▽

幼
児
保
育
１=

関 

香
澄
▽
松
田
唯

衣＊
英
検
準
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

原
田
尚
美
▽

同
１=

髙
橋
明
子

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
文
書
作
成
」

２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

吉
原
祐
子
▽

中
山
繁
美
▽
池
澤
美
保
▽
森 

由
佳

里
▽
藤
谷
恵
美
▽
村
上
芽
久
美
▽
文

字
朗
子
▽
松
山
尚
代
▽
同
１=

汐
見

綾
佳
▽
山
田
朝
代
▽
乾 

秀
子
▽
山

本
浅
子
▽
岡
本
悠
華

同
３
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

乾 

秀
子
▽

泉 

美
咲
▽
片
山
あ
ん
づ
▽
横
山
瑞

希＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
「
デ
ー
タ
活

用
」
２
級

国
際
文
化
２=

植
野
園
美
▽
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
２=

松
山
尚
代
▽
長
尾
真

季
▽
文
字
朗
子
▽
吉
原
祐
子
▽
中

山
繁
美
▽
池
澤
美
保
▽
藤
谷
恵
美
▽

森 
由
佳
里
▽
田
上
リ
サ
▽
村
上
芽

久
美
▽
松
森
か
な
▽
同
１=

笹
野
奈

穂
▽
山
本
浅
子

同
３
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=
乾 

秀
子

＊
秘
書
技
能
検
定
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=
田
中
千
花

▽
久
保
小
夜
子
▽
高
野
朱
里
▽
森

山 

茜
▽
落
田 

梓
▽
同
１=
福
間

め
ぐ
み

同
３
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

吉
田
朱
里

＊
日
商
簿
記
検
定
３
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

漁 

麻
実

＊
販
売
士
検
定
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

髙
橋
明
子

＊
同
３
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

高
田 

瞳

＊
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

松
山
尚
代

＊
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

金
森 

梓
▽

同
１=

阪
上
千
穂
▽
坪
井
梨
絵
▽
牧

野
亜
美

＊
ヤ
マ
ハ
音
楽
能
力
検
定
試
験

「
演
奏
」
グ
レ
ー
ド
４
級

幼
児
保
育
１=

上
杉
涼
子

＊
同
「
指
導
」
グ
レ
ー
ド
４
級

幼
児
保
育
１=

上
杉
涼
子

＊
カ
ワ
イ
ピ
ア
ノ
「
演
奏
」
グ

レ
ー
ド
６
級

幼
児
保
育
１=

上
杉
涼
子

＊
同
「
指
導
」
グ
レ
ー
ド
６
級

幼
児
保
育
１=

上
杉
涼
子

＊
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

幼
児
保
育
２=

足
立
朋
未
▽
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
２=

森
山 

茜
▽
大
野
典

子
▽
奥
田
有
香
▽
吉
田
有
希
▽
同
１

=

田
村
加
奈
▽
福
井
美
穂
▽
泉 

美

咲
▽
吉
田
朱
里

訪
問
介
護
員
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

中
島
千
絵
美

▽
幸
地
希
望
▽
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１

=

池
田
友
真
▽
笹
野
奈
穂
▽
田
村
加

奈
▽
中
川
萌
実
▽
井
上
舞
子
▽
横
山

瑞
希
▽
吉
田
朱
里

◆
滝
井
高
校

英
検
２
級

３
年=

米
満
茉
生
▽
國
友 

愛
▽
西

川
実
沙
季
▽
山
本
莉
菜
▽
武
中 

綾

▽
西
村 

空
▽
天
野 

栞
▽
２
年=

山
口
真
央
▽
松
本
沙
代
▽
松
下
有
紗

子
▽
菊
池
麻
穂
▽
蛯
原
畝
奈
▽
田
原

有
紀
▽
坪
井
芹
奈
▽
岩
島
志
歩
▽
門

松
真
美

漢
検
２
級

３
年=

長
井
明
子
▽
米
満
茉
生
▽
２

年=

中
西
優
花
▽
早
野 

愛
▽
松
下

有
紗
子

同
準
２
級

３
年=

松
田
茉
里
▽
下
田
維
久
子

▽
竹
中
友
梨
▽
南
場
さ
つ
き
▽
西

村 

空
▽
２
年=

小
堂
由
衣
▽
門
松

真
美
▽
石
橋
愛
理
▽
岩
橋
愛
菜
▽
菊

池
麻
穂
▽
田
内
詩
帆
▽
橋
本
恵
梨
子

▽
松
村
知
里
▽
山
越
朱
夏
▽
朝
野
夏

芽
▽
八
木 

優
▽
森
田
沙
耶
香
▽
勝

田
さ
お
り
▽
釣
本
益
子
▽
岩
島
志
歩

▽
坪
井
芹
奈
▽
林 

美
希
▽
横
地
美

季
▽
１
年=

仲
辻
清
美
▽
岡
本
愛
子

▽
川
原
奈
恵
▽
高
野 

花
▽
米
津
毬

乃
▽
中
野
亜
季
▽
崎
山
る
り

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
２
級

３
年=

竹
崎 

唯
▽
中
村
美
月
▽
２

年=
樋
口
香
奈
▽
１
年=

粕
谷
恭
子

◆
大
和
田
高
校

英
検
２
級

３
年=

角
田
彩
子
▽
長
田
隆
一
▽
村

岡
真
帆
▽
池
町
美
咲
▽
２
年=

柴
田

理
佳
▽
戸
高
優
将
▽
深
谷
恒
稀
▽
山

野
翔
平
▽
東 

勇
佑
▽
小
泉 

仁
▽

小
谷
昌
代
▽
竹
森
敏
幸
▽
堤 

杏
紗

▽
福
元
純
樹
▽
渡
辺
真
衣
▽
馬
上
夏

穂
▽
岡
村
賀
世
子
▽
中
尾
佳
那
美
▽

吉
野
伶
奈
▽
永
村
仁
那
▽
浦
川
征
也

▽
金
川
知
誠
▽
井
上
沙
織
▽
叶 

麻

衣
子
▽
大
西
一
摩

漢
検
２
級

２
年=

辻 

勇
輔
▽
戸
髙
優
将
▽
堀

井
真
弥

同
準
２
級

２
年=

百
済
早
希
▽
林 

貴
宏
▽
牧

野
未
佳
子
▽
中
田
健
介
▽
西
村
ま
り

な
▽
宮
山
絵
利
衣
▽
横
山
絢
香

数
検
準
２
級

１
年=

新
保
裕
子
▽
西
澤
裕
以
▽
海

司
大
輝

◆
大
和
田
中
学

英
検
準
２
級

３
年=

安
東
菜
奈
▽
矢
野
紗
也
佳
▽

勇
元
智
晶

漢
検
２
級

３
年=

乾 

綾
香
▽
木
村
香
奈

同
準
２
級

３
年=

森
下
か
ん
な
▽
池
田
成
美
▽

古
城
暁
登
▽
前
田
凌
汰
▽
松
波
正
悟

▽
勇
元
智
晶
▽
広
瀬
夏
帆
▽
槇
田
結

香
▽
百
田
悠
希
奈
▽
森
田
夏
未
▽
２

年=

落
合
真
帆
▽
進
藤
亜
美
▽
河
野

早
希
▽
瀬
野
優
菜
▽
連
山
七
々
歩
▽

泰
地
花
奈
▽
山
田 

誠
▽
田
中
来
夢

▽
１
年=

田
中
瑞
樹
▽
山
本
佳
奈

 

スポ３ 



上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャ
ンパス持ち込みのみ受け付ける。
留学生の入試選考については入試・広報部までお問い合せ下さい。
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平
成
22
年
度
入
試
は
景
気
の
回
復
が
ま
ま
な
ら
な
い
厳
し
い
状
況
下
、

様
々
な
入
試
制
度
を
設
け
て
受
験
生
に
対
応
し
、
健
闘
し
た
も
の
の
、
現

況
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
経
済
不
況
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
志
願
者

の
併
願
受
験
校
数
の
絞
込
み
、
他
大
学
の
学
部
学
科
新
増
設
に
よ
り
、
本

学
を
第
一
志
望
と
す
る
専
願
受
験
者
と
外
国
人
留
学
生
受
験
者
の
減
少
が

主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
成
果
が
あ
っ

た
の
は
、
推
薦
入
試
に
お
い
て
特
別

推
薦
入
学
選
考
（
ス
ポ
ー
ツ
）
で
、

従
来
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
実
績

の
あ
る
受
験
者
に
優
遇
す
る
制
度
の

選
考
だ
け
を
行
っ
て
き
た
が
、
本
選

考
で
は
高
校
で
の
所
属
ク
ラ
ブ
の
成

績
に
限
定
せ
ず
、
本
学
ク
ラ
ブ
で
活

躍
し
た
い
と
い
う
意
欲
あ
る
生
徒
を

対
象
に
募
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
従

来
の
顧
問
間
推
薦
と
合
わ
せ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
関
連
入
試
の
志
願
者
は
前
年

比
27
％
の
増
加
を
見
せ
た
。
さ
ら

に
既
設
の
選
考
で
あ
る
Ａ
Ｏ
入
試
も

一
昨
年
実
施
の
選
考
数
に
戻
す
こ
と

に
よ
り
、
出
願
数
は
微
減
し
た
も
の

の
、
地
元
を
中
心
と
し
た
近
畿
２
府

４
県
の
志
願
者
は
前
年
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般
入
試
に

お
い
て
は
、
大
学
で
は
セ
ン
タ
ー
入

試
受
験
者
を
対
象
と
し
た
一
般
Ｃ
日

程
や
一
般
Ｄ
・
Ｅ
日
程
な
ど
入
試
選

考
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
よ
り
５
％
の
微
増
と
な
り
、
志
願

者
の
減
少
を
引
き
止
め
た
。

　

平
成
23
年
度
入
試
で
は
、
今
ま

で
国
際
交
流
課
が
行
っ
て
い
た
外
国

人
留
学
生
募
集
も
入
試
・
広
報
部
で

受
け
持
ち
、
総
合
的
な
募
集
活
動
を

展
開
し
て
い
く
方
針
。
目
標
は
入
学

定
員
を
確
保
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
高
等
学
校
時
代
に
取
得
し
た

様
々
な
資
格
や
活
動
実
績
に
注
目
し

た
入
試
や
地
方
か
ら
の
優
秀
な
受
験

生
に
対
す
る
優
遇
制
度
等
を
設
け
る

な
ど
、
質
的
な
向
上
も
並
行
し
て
今

年
度
の
課
題
と
し
て
実
践
し
て
い

く
。
ま
た
入
試
・
広
報
部
内
を
学
生

募
集
・
企
画
広
報
・
入
試
実
施
の
３

グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
、
各
グ
ル
ー
プ

間
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
効
率
的

に
最
大
限
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
体
制
で
こ
の
１
年
を
臨
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

（
入
試
・
広
報
部　

課
長
代
理

片
山　

準
）

　
「
公
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
」

報
道
の
先
行
で
、
私
立
高
校
（
特
に

厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
女
子
高
校
）

で
あ
る
本
校
へ
の
受
験
者
数
が
大
変

懸
念
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
昨
年

度
実
績
を
上
回
っ
た
。

　

今
回
の
入
試
で
は
、
受
験
生
は

９
９
１
人
と
昨
年
の
８
５
５
人
よ

り
か
な
り
増
加
し
た
。
特
に
併
願
者

の
伸
び
が
顕
著
で
あ
る
。
入
学
者
は

２
３
９
人
と
定
員
の
２
４
０
人
を
ほ

ぼ
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

体
育
・
吹
奏
楽
コ
ー
ス
（
体
育
）
は

昨
年
比
で
約
２
倍
の
入
学
生
が
あ

り
、
ま
た
標
準
コ
ー
ス
も
根
強
い
人

気
を
得
て
い
る
。

　

た
だ
、
国
際
科
が
定
員
の
約
60
％

の
入
学
生
と
な
り
魅
力
減
と
な
っ
て

お
り
課
題
を
残
し
た
。

　

本
年
度
の
募
集
活
動
で
は
、
従
来

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
入
試
説

明
会
に
加
え
て
学
校
見
学
会
を
実
施

し
た
。
こ
れ
は
、
通
常
授
業
の
日

に
実
施
し
本
校
が
標
榜
し
て
い
る

「
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
教
育
」、「
凛
と

し
た
美
し
い
人
づ
く
り
」
を
普
段
の

学
校
生
活
か
ら
感
じ
取
っ
て
も
ら
う

も
の
で
あ
る
。
３
回
の
実
施
で
生
徒

･

保
護
者
延
べ
２
０
３
人
の
参
加
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
約
53
％
が
本
校
を

受
験
し
た
こ
と
か
ら
極
め
て
効
果
が

あ
っ
た
判
断
し
て
い
る
。

　

本
校
は
「
滝
井
は
信
頼
で
き
る
」

「
滝
井
へ
や
れ
ば
安
心
だ
」
と
保
護

者
や
生
徒
か
ら
評
価
さ
れ
る
「
信

頼
」
と
「
安
心
」
の
滝
井
ブ
ラ
ン
ド

を
更
に
確
立
さ
せ
、
社
会
的
な
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

23
年
度
の
生
徒
募
集
に
取
り
組
ん
で

ゆ
く
。

(

滝
井
高
校　

校
長　

中
田　

碩
也)

　

中
学
入
試
に
関
し
て
は
、
結
果
的

に
入
学
者
が
昨
年
よ
り
11
人
減
と

な
っ
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
中

高
一
貫
と
し
て
の
成
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
長
び
く
経
済
不
況
の

た
め
、
公
立
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も

否
定
で
き
な
い
。
一
方
、
本
校
の
独

自
教
育
、
安
心
で
き
る
教
育
体
制
な

ど
を
評
価
し
て
受
験
し
て
く
れ
る
生

徒
も
多
い
。
今
後
は
、
本
校
の
特
性

を
よ
り
ア
ピ
ー
ル
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
任
せ
ら
れ
る
中
学
校
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

　

高
校
入
試
に
関
し
て
は
、
専
願
・

併
願
共
に
昨
年
よ
り
増
加
し
、
入
学

者
も
外
部
募
集
定
員
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
た
。
結
果
的
に
入
学
者

は
、
外
部
生
は
専
願
１
１
４
人
・
併

願
１
０
８
人
、
内
部
生
51
人
で
計

２
７
３
人
と
定
員
に
は
７
人
下
回
る

結
果
と
な
っ
た
が
、
男
子
生
徒
が
過

半
数
を
し
め
た
。
外
部
生
に
関
し
て

は
、
併
願
生
で
受
験
者
の
併
願
校
が

大
手
前
、
四
條
畷
が
増
加
し
た
。

ス
ー
パ
ー
理
数
コ
ー
ス
の
設
置
に
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
内
部
進
学
者
は
、
バ
レ
ー
部
の
生

徒
が
滝
井
高
以
外
の
外
部
へ
出
る
こ

と
も
含
め
て
、
経
済
状
況
・
人
間
関

係
等
を
理
由
と
し
た
流
出
も
非
常
に

多
い
。
私
達
と
し
て
は
、
高
校
を
少

し
で
も
魅
力
あ
る
学
校
に
し
て
、
生

徒
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
外
部
へ
の

流
出
を
最
小
限
に
抑
え
た
い
。

　

平
成
23
年
度
入
試
に
向
け
て
、
説

明
会
の
あ
り
方
も
更
に
検
討
し
、
中

学
・
高
校
共
に
本
校
の
新
し
い
取
り

組
み
を
学
校
訪
問
、
塾
訪
問
、
説
明

会
、
Ｈ
Ｐ
、
京
阪
電
車
等
で
の
掲
示

物
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
雑
誌
等

を
通
し
説
明
し
て
い
き
た
い
。

（
大
和
田
中
学
・
高
校
校
長

河
合　

章
）

22年度入試総括

ス
ポ
ー
ツ
関
連
入
試 

人
気
集
め
る

志
願
者
は
27
％
増
前年比

に

専
願
、
外
国
人
留
学
生 

受
験
者
は
減
る

総
合
的
な
募
集
活
動
展
開
へ

大学・短大の３月オープンキャンパスでは、来場者を在学生がきめ細やかな応対で出迎
える「コンシェルジュブース」を設置し好評を得た

滝
井
高
校
の
入
試
当
日
の
風
景
。
昨
年
度
実
績

を
上
回
る
受
験
生
が
集
ま
っ
た

入
学
者
定
員
、
ほ
ぼ
確
保

体
育
・
吹
奏
楽

コ
ー
ス
大
幅
増 

学
校
見
学
会
の
成
果

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

高校にＳ理数
コ ー ス 新 設

男子入学生が過半数

大
学
・
短
大

滝 

井 

高 

校

大
和
田
中･

高
校

オープンキャンパスなど行事予定
大学(枚方キャンパス)大学･短大(守口キャンパス)
オープンキャンパス(守口･枚方同時開催)
６月19日㈯、７月17日㈯、７月18日㈰
８月７日㈯、８月21日㈯、９月18日㈯
９月19日㈰、３月26日㈯

AO入試事前相談会(守口キャンパスのみ)
５月22日㈯、６月５日㈯
土曜キャンパス見学会(守口キャンパスのみ)
10月２日㈯、10月９日㈯、10月23日㈯

滝井高校
オープンスクール　
８月28日㈯・10月30日㈯・11月13日㈯
入試説明会　
11月27日㈯・12月４日㈯・12月11日㈯
学校見学会　
10月２日㈯・11月５日㈮・11月27日㈯・
12月４日㈯
11／５は保護者対象
入試個別相談会　
12月13日㈪〜12月22日㈬日曜日を除く

大和田高校
オープンスクール　９月18日㈯
入試説明会
10月31日㈰、11月21日㈰、12月５日㈰

大和田中学
オープンスクール　７月24日㈯
体験学習会　10月９日㈯
入試説明会　10月30日㈯、11月13日㈯

平成23年度  入試日程

大
阪
国
際
大
学 

学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

A O 選 考 １ 期 ８月２日(月)〜８月５日(木) ８月７日(土)

A O 選 考 ２ 期 ９月６日(月)〜９月13日(月) ９月18日(土)

特 別 推 薦 ( ス ポ ー ツ ) Ⅰ 期

10月１日(金)〜10月12日(火) 10月16日(土)

特 別 推 薦 ( 女 子 生 徒 )

特別推薦(資格 ･ 活動実績)Ⅰ期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅰ 期

A O 選 考 ３ 期

推 薦 Ⅰ 期

10月15日(金)〜10月25日(月)

11月１日(月) ･ ２日(火)

推 薦 ( 専 門  ･ 総 合 ) Ⅰ 期

11月２日(火)A O 選 考 ４ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅱ 期

推 薦 Ⅱ 期

11月10日(水)〜11月16日(火)

11月20日(土)･21日(日)

推 薦 ( 専 門  ･ 総 合 ) Ⅱ 期

11月21日(日)

帰 国 生 徒

社 会 人

A O 選 考 5 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅲ 期

特 別 推 薦 ( ス ポ ー ツ ) Ⅱ 期

12月６日(月)〜12月13日(月) 12月18日(土)

特別推薦(資格 ･ 活動実績)Ⅱ期

推 薦 Ⅲ 期

推 薦 ( 専 門  ･ 総 合 ) Ⅲ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅳ 期

一 般 Ａ 日 程
１月６日(木)〜１月17日(月)

１月22日(土)･23日(日)

A O 選 考 ６ 期 １月23日(日)

セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 １月６日(木)〜１月31日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
１月21日(金)〜１月31日(月) ２月５日(土)

一 般 Ｃ 日 程

一 般 Ｄ 日 程

２月１日(火)〜２月14日(月)
２月19日(土)

A O 選 考 ７ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 −

一 般 Ｅ 日 程
２月21日(月)〜２月28日(月) ３月４日(金)

A O 選 考 ８ 期

一 般 Ｆ 日 程

３月７日(月)〜３月14日(月)
３月19日(土)

A O 選 考 ９ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 −

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

Ａ Ｏ 選 考 １ 期 ８月２日(月)〜８月５日(木) ８月７日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ２ 期 ９月６日(月)〜９月13日(月) ９月18日(土)

特 別 推 薦 ( ス ポ ー ツ ) Ⅰ 期

10月１日(金)〜10月12日(火) 10月16日(土)
特別推薦(資格 ･ 活動実績)Ⅰ期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅰ 期

Ａ Ｏ 選 考 ３ 期

推 薦 Ⅰ 期

10月15日(金)〜10月25日(月)

11月１日(月)･11月２日(火)

推 薦 ( 専 門  ･ 総 合 ) Ⅰ 期

11月２日(火)Ａ Ｏ 選 考 ４ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅱ 期

推 薦 Ⅱ 期

11月10日(水)〜11月16日(火)

11月20日(土)･21日(日)

推 薦 ( 専 門  ･ 総 合 ) Ⅱ 期

11月21日(日)

帰 国 生 徒

社 会 人

Ａ Ｏ 選 考 ５ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅲ 期

特 別 推 薦 ( ス ポ ー ツ ) Ⅱ 期

12月６日(月)〜12月13日(月) 12月18日(土)

特別推薦(資格 ･ 活動実績)Ⅱ期

推 薦 Ⅲ 期

推 薦 ( 専 門  ･ 総 合 ) Ⅲ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅳ 期

一 般 Ａ 日 程
１月６日(木)〜１月17日(月)

１月22日(土)･23日(日)

Ａ Ｏ 選 考 ６ 期 １月23日(日)

セ ン タ ー 利 用 １月６日(木)〜１月31日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
２月１日(火)〜２月14日(月) ２月19日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ７ 期

一 般 Ｃ 日 程
３月７日(月)〜３月14日(月) ３月19日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ８ 期

大
阪
国
際
大
学 

編
入
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間（締切日消印有効） 選考日

修
士
課
程

一次
経 営 情 報 学 研 究 科

８月30日(月)〜９月10日(金) ９月25日(土)
総 合 社 会 科 学 研 究 科

二次
経 営 情 報 学 研 究 科

１月22日(土)〜２月２日(水) ２月12日(土)総 合 社 会 科 学 研 究 科

経営情報学研究科
博士（後期）課程

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

内 部 編 入 Ⅰ 期 10月15日(金)〜10月25日(月) 11月２日(火)

一 般 編 入 Ⅰ 期

11月10日(水)〜11月16日(火) 11月21日(日)社 会 人 編 入 Ⅰ 期

転 入 学 Ⅰ 期

内 部 編 入 Ⅱ 期 １月６日(木)〜１月17日(月) １月23日(日)

内 部 編 入 Ⅲ 期

２月１日(火)〜２月14日(月) ２月19日(土)
一 般 編 入 Ⅱ 期

社 会 人 編 入 Ⅱ 期

転 入 学 Ⅱ 期
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〝
就
業
力
〟
ア
ッ
プ
を
支
援

　

１
０
０
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
不
況
は
未
だ
回
復

の
兆
し
も
な
く
、
そ
の
影

響
を
も
ろ
に
受
け
た
２１
年

度
の
採
用
は
終
息
し
、
新

た
な
年
度
の
採
用
が
既
に

佳
境
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、

採
用
担
当
者
を
招
い
て
大
学
主
催
の

企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、

学
生
が
直
接
、
採
用
や
受
験
な
ど
の

情
報
を
収
集
で
き
る
絶
好
の
機
会
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
要
イ

　

２１
年
度
は
就
職
環
境
の
悪
さ
を
象

徴
す
る
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
厳
選
採
用
」
と
「
２
極
化
」
が
復

活
し
ま
し
た
。
当
初
、
新
卒
求
人
倍

率
は
１･

６２
倍
と
発
表
さ
れ
（
数
値

出
所
：
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
）、

求
職
者
を
遥
か
に
超
え
る
求
人
数
が

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
企
業
等
は

採
用
予
定
数
に
拘
る
こ
と
な
く
採
用

の
基
準
を
下
げ
な
か
っ
た
た
め
、
必

然
的
に
内
定
す
る
学
生
と
内
定
し
な

い
学
生
の
２
極
化
を
生
み
、
未
内
定

者
の
就
職
活
動
は
長
期
化
し
ま
し

た
。

　

文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
が
毎

年
４
回
発
表
す
る
就
職
内
定
率
は
、

第
１
回
目
の
発
表
の
１０
月
１
日
現
在

の
数
値
か
ら
大
学
、
短
大
と
も
前
年

を
大
き
く
下
回
り
、
第
３
回
目
の
発

表
の
２
月
１
日
現
在
で
も
前
年
比
大

学
は
６･

３
ポ
イ
ン
ト
、
短
大
は
８

･

５
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
生
、
短
大

生
を
問
わ
ず
、
秋
採
用
や
内
定
辞
退

に
掛
か
る
補
充
求
人
が
な
か
っ
た
た

め
、
当
初
の
落
込
み
を
挽
回
で
き
ず

現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
就

職
環
境
の
悪
化
を
想
定
し
て
、
個
別

面
談
や
就
職
サ
ポ
ー
ト
行
事
の
早
期

開
始
と
模
擬
面
接
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
増
や
し
て
、
採
用
活
動
の
早

期
化
と
厳
選
化
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
面

接
セ
ミ
ナ
ー
は
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分

け
、
基
本
編
で
は
マ
ナ
ー
の
徹
底
指

導
、
実
践
編
で
は
想
定
質
問
で
面
接
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

本
学
の
最
終
の
就
職
率
は
残
念
な
が

ら
大
学
、
短
大
と
も
前
年
比
大
学
は

11･

６
ポ
イ
ン
ト
、
短
大
は
３･

９
ポ

イ
ン
ト
下
回
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
面
接
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た

学
生
の
約
50
％
は
９
月
末
ま
で
に
就

職
内
定
し
て
お
り
、
今
後
と
も
面
接

訓
練
に
は
重
点
を
お
い
て
指
導
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
「
教
育
課
程
の

内
外
を
通
じ
て
社
会
的
及
び
職
業
的

自
立
に
関
す
る
指
導
に
取
り
組
む
こ

と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
体
制
を
整 

え
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
、「
大
学 

設
置
基
準
及
び
短
期
大
学
設
置
基
準

の
一
部
改
正
す
る
省
令
」
が
公
布
さ

れ
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
受
け
て
学
生
の
職
業
観
を
醸

成
す
る
よ
う
な
学
内
の
教
育
体
制
の

整
備
が
急
務
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
体
制

の
中
で
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン

グ
」
を
進
め
る
た
め
、
一
層
、
求
人

開
拓
の
強
化
に
努
め
、
就
職
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

課
長

�

定
國　

通
雄
）

キャリアセンタースタッフによる面接セミナー。学生たちも本番さながらの質問などに、真
剣な表情で取り組んでいた

21年度の就職総括
キャリアセンター

厳選、2極化が復活
個人面談や模擬面接
早期開始で重点指導

情
報
収
集
、
絶
好
の
機
会

 

本
学
主
催
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー　

86
社
、
学
生
518
人
参
加 

短
大
生
対
象

で
も
開
催

企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
、
直
接
具
体
的
な
話

を
き
く
こ
と
が
で
き
る
、
本
学
主
催
企
業
セ
ミ

ナ
ー
。
会
場
は
学
生
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
た

ベ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
平
成
２３
年
３
月
卒
業
予
定

者
を
対
象
と
し
た
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー

を
２
月
２６
日
「
マ
イ
ド
ー
ム
お
お

さ
か
」
に
８６
社
の
企
業
を
お
招
き

し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
生

４
８
３
人
（
守
口　

２
９
７
人
、

枚
方　

１
８
６
人
）、
短
大
生
３３
人

が
参
加
し
、
大
変
熱
気
の
あ
る
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
企
業
と
直

接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

ブ
ー
ス
形
式
は
学
生
か
ら
好
評
を
得

て
お
り
、
一
方
、
参
加
し
た
採
用
担

当
者
か
ら
も
大
阪
国
際
大
学
の
学
生

を
採
用
し
た
い
と
い
う
声
も
多
く
い

た
だ
く
の
で
す
が
、
企
業
研
究
不
足

で
あ
る
と
の
指
摘
も
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
参
加
企
業
へ
は
毎
年
、
全

就
職
者
の
約
２０
％
の
学
生
が
就
職

し
て
お
り
、
今
後
、
就
職
先
企
業
と

の
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
５
月
、
６

月
、
７
月
に
月
１
回
ず
つ
開
催
し
、

就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
短
大
生
の
み
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
は
採
用
実
績
の
あ
る
企

業
１０
社
を
お
招
き
し
て
２
月
１９
日
守

口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
１
０
９
人
の
学
生
が
参
加

し
、
説
明
を
受
け
た
後
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
あ
り
、
就
職
活
動
に
弾
み

が
つ
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

課
長

�

定
國　

通
雄
）

大
阪
国
際
大
学　

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
＇07
年
卒

住
友
林
業
株
式
会
社

住
宅
事
業
本
部　

横
浜
支
店

絹
巻　

幸
緒

大
阪
国
際
大
学　

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
＇08
年
卒

株
式
会
社�

り
そ
な
銀
行近

藤　

真
実

OB・OGレポート

仕事には常に高い意識を持つ
　大学を卒業し、新卒で入社、社会人４年生のシーズンを迎えました。
　私が勤めます住友林業グループでは「再生可能で人と地球に優しい
自然素材である『木』を活かし、『住生活』に関するあらゆるサービ
スを通じて、豊かな社会の実現に貢献します」との経営理念のもと、
幅広く住生活に関わるお手伝いを行っております。
　中でも私は新築戸建ての営業として、担当エリア内モデルハウスで
の接客、建築全般から税務関係のご相談・商談・ご契約・着工からお
引渡しまで、建築計画のお手伝いを行います。建築の世界は、「家作
りは楽しい」「お手伝いした家（仕事）が形に残る」「お客様から『あ
りがとう』と喜んで頂ける」創作的でやりがいのある職種です。
　日々お客様から勉強させて頂いて、現状に満足する事なく、常に高
い意識を持ち、今後も成長を続けます。
　お引渡しをして、皆様に喜んで頂けるお住まい作りに携われるよう
精進していきますので、お気軽にお声掛け下さい。

目標を持ち楽しく仕事に励む
　私は大学卒業後、りそな銀行の社員になり早くも３年目を迎えまし

た。業務では窓口でお客さまを迎えるいわゆる皆さんが想像出来るよ

うな業務に加え、銀行の裏方の仕事も任されるようになりました。

　お客さまには名前を覚えていただけたうえに、窓口で私を探してく

ださるお客さまもいたりと、自分なりの接客の仕方、仕事のやり方を

覚えました。

　大学ではスポーツ行動学科に在籍していたのに、スポーツには全く

関係のない職種に就いた事を一時期後悔していた事もありました。不

安だらけで何を誰に聞けばいいか分からず、一人ぼっちでいるような

気がしていました。しかし、３年目になった今は、期待してくれる上

司や先輩に加え、頼ってくれる後輩もできました。自分の居場所も見

つけられ、目標を持ち楽しく仕事に励んでいます。

味
覚
糖
株
式
会
社

大
阪
国
際
大
学

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

町
田　

遼

　

私
は
就
職
活
動

の
際
、
様
々
な
人

と
深
く
理
解
し
あ

う
事
を
重
点
的
に

考
え
て
い
ま
し
た
。
就
職
活
動
で
は

個
性
豊
か
な
方
と
お
話
を
す
る
機
会

が
多
く
、
貴
重
な
意
見
や
考
え
を
沢

山
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
こ
で

の
意
見
や
価
値
観
は
、
自
分
自
身
を

改
め
て
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
人
と
話
す
時
に
、
ど
こ
か
自

分
中
心
の
考
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
事
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
私
は
「
も
っ
と
色
ん
な
人
と
話

し
て
、
楽
し
く
成
長
し
た
い
！
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
為

に
、
学
生
達
で
立
ち
上
げ
た
枚
方
ス

マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
団
体

は
枚
方
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
事
を

目
的
と
し
た
団
体
で
、
現
在
は
地
域

小
学
校
と
の
ふ
れ
あ
い
や
く
ら
わ
ん

か
五
六
市
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
出
会
っ
た
老

若
男
女
の
方
々
の
お
話
が
、
自
分
自

身
の
考
え
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
就
職
活
動
中
の
方
も
様
々
な

方
と
積
極
的
に
会
話
を
し
て
、
自
分
の

価
値
観
を
深
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
価
値
観
を
確
認
の
場
に

株
式
会
社
京
都
銀
行

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

大
野　

典
子

　

短
大
に
入
学
し

て
か
ら
す
ぐ
に
、

就
職
活
動
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
学
校
で
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
ま
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
為
に
何
度
も

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
だ
の
が
履
歴
書
の
作
成
で
す
。
自
分

の
言
葉
を
文
章
に
ま
と
め
、
伝
え
る
こ

と
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
書
け
る
よ
う

に
な
る
と
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
面
接
で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。
毎
日

何
枚
も
考
え
な
が
ら
書
い
て
い
く
う

ち
に
自
身
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が

わ
か
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
就
職
活
動
中
た
く
さ
ん
悩
み

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
担
当
の
方
か
ら
の
メ
ー
ル
で

励
ま
さ
れ
、
担
任
の
先
生
か
ら
も
エ
ー

ル
を
頂
き
、
と
て
も
前
向
き
に
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
時
に
は
飛
び

あ
が
っ
て
喜
び
、
悲
し
ん
で
い
た
こ
と

が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
に
、
自
分

を
信
じ
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
‼
こ
れ

か
ら
も
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

何
事
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
分
ら
し
さ
忘
れ
ず
ベ
ス
ト
を

就
活 

内
定
獲
得
の
体
験
談



2010年(平成22年)5月20日　(8)GLOBAL　MIND(学報)第49号


